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様式 1 

技 術 開 発 全 体 計 画 
四国森林管理局 

課  題 
保育作業の省力化による森林育成技術の確立 

(平成 20 年度に試験設計変更) 
開発期間 

平成 18 年度～平成 31 年度 
(平成 18 年度～22 年度) 

開発箇所 

嶺北署 
奥南川山 268   
ら 3 林小班 
桐ノサコ山233 は

林小班 
安芸署 
野川山 1025 い 1、
ろ林小班 
高知中部署 
猪野々山12 は 2林
小班 
四万十署 
松葉川山 3006 ろ

林小班 

担当
部署 

森林技術・支
援センター 

共同研究
機  関 

 
技 術開 発
目   標 

１ 

現 状 と
問 題 点 

管理経営基本計画(平成 21 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日)では、新たに、低コスト造
林の導入･定着を図ることとされ、これまで以上に造林作業の低コスト化の推進が求められてい
る。また、四国局では、｢機能類型に応じた森林の取扱いに関する検討会｣において示された、育
林の低コスト化に積極的に取り組むべきとの検討結果を踏まえ、現在、｢造林方針書｣等を改訂作
業中である。 

このため、平成 18 年度より取り組んでいる本課題についても、これまでの技術開発項目に下
刈に関する項目を新たに加え、さらなる低コスト化の推進に向け、知見の集積を行うことが必要
である。 

開発目的 

1．除伐作業の省力化による低コスト育成技術の確立 
除伐と無除伐とを比較し、 植栽木の成長量、残存率、針広混交比率を検証。 

2．異なる下刈回数における低コスト育成技術を確立 
異なる下刈回数別において、通常の保育作業と植栽木の成長量、現存率の比較検証。 
(数値目標:通常保育作業のコストの 1/2(異なる下刈回数(実施年度別) 

開発方法 

奥南川山 268 ら 3 林小班に下刈省力化の試験地(｢保育作業の省力化:無下刈による森林育成技
術の研究｣平成 6 年度課題)が設定されており、この試験地を利用し、除伐省力化試験を実施。 

また、当該試験地は、標高が約 1,000m であることから、標高の低い他の事業地と比較検討
するため、野川山 1025 い 1、ろ林小班(ヒノキ植栽、標高約 350m)に試験地を設定するととも
に、さらに、データの幅を広げるため、特定区域外の猪野々山 12 は 2 林小班(スギ植栽、標高約
950m)に試験地を設定。なお、新たな試験地設定内容については、専門家等の意見を踏まえ検
討。 
1．除伐作業の省力化試験 
(1)試験地等 

① 奥南川山 268 ら 3 林小班の下刈省力化試験地の無下刈区(1.31ha)、2 回下刈区
(0.31ha)、及び 5 回下刈区(2.11ha)を無除伐試験区に、新たに 1.86ha を対照区(下
刈・除伐実施区)として設定。 

② 野川山 1025 い 1 林小班(3.39ha)を無除伐試験区に、1025 ろ林小班(5.98ha)を対
照区(除伐実施区)として設定。 

③ 猪野々山 12 は 2 林小班内(4.26ha)に無除伐試験区と対照区(除伐実施区)を設定。 
(2)調査方法 

① 若齢木の上長成長及び肥大成長、残存本数の推移を無除伐・対照区での調査比較。 
② 各試験区の植生調査。 

2．異なる下刈回数(実施年度別)における保育作業の省力化試験 
(1)試験地等 

① 桐ノサコ山 233 は林小班内(5.30ha)標高約 750m 
ア． 2 回下刈区:1 年目刈払(全)、5 年目刈払(全)、10 年目除伐を設定 
イ． 3 回下刈区:1 年目刈払(全)、4 年目刈払(全)、7 年目刈払(筋)、10 年目除伐を設

定 
ウ． 対照区：1 年目刈払(全)、2 年目刈払(筋)、3 年目刈払(筋)、4 年目刈払(筋)、5

年目刈払(全)、10 年目除伐を設定 
② 松葉川山 3006 ろ林小班内(1.69ha)標高約 450m 

ア． 2 回下刈区：2 年目刈払(全)、5 年目刈払(全)、10 年目除伐を設定 
イ． 3 回下刈区：2 年目刈払(全)、4 年目刈払(筋)、7 年目刈払(全)、10 年目除伐を

設定 
ウ． 対照区(2 年目刈払(全)、3 年目刈払(筋)、4 年目刈払(筋)、5 年目下刈払(全)、10

年目除伐を設定 
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③ 当該試験地で扱う作業種名を刈払と除伐に統一 
(2)試験方法 

① 植栽木の上長成長及び肥大成長の推移を調査検証 
② 各作業の功程調査･コスト比較 
 

年 度 別 
 

計  画 
 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 

1．奥南川山試験地 
(1) プロット設定 
(2) 成長調査(形質調査含む) 
(3) 除伐の実施(11 月) 
2．野川山試験地 
(1) プロット設定 
(2) 成長調査(形質調査含む) 
(3) 除伐の実施(10 月) 
 

1．奥南川山試験地 
(1) 植栽木成長調査 

① 無除伐区 
② 対照区(除伐区) 

(2) 広葉樹植生調査 
① 無除伐区 
②対照区(除伐区) 

(3) 成長調査結果 
2．野川山試験地 
(1) 植栽木成長調査 

① 無除伐区 
② 対照区(除伐区) 

(2) 広葉樹植生調査 
① 無除伐区 
② 対照区(除伐区) 

(3) 成長調査結果 

1．奥南川山試験地 
(1) 無除伐試験区の無下刈区と

5 回下刈区無除伐区内に除
伐実施プロットを追加 

(2) 植栽木成長調査 
2．野川山試験地 
(1) 無除伐試験区(い 1)に除伐

実施プロットを追加 
(2) 植栽木成長調査 
3．猪野々山試験地 
(1) 無除伐･除伐実施区を設定

(プロットのみ) 
(2) 植栽木成長調査 
4、桐ノサコ山試験地   

ヒノキ植栽 
5、松葉川山試験地 

ヒノキ植栽 
 
 

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

1．奥南川山試験地 
植栽木成長調査 

2．野川山試験地 
植栽木成長調査 

3．猪野々山試験地 
植栽木成長調査 

4．桐ノサコ山試験地 
(1) 刈払回数別試験区及び試験

区設定(プロット設定) 
(2) 植栽木成長調査 
(3) 刈払功程調査 
5．松葉川山試験地 
(1) (刈払回数別試験区及び試験

区設定(プロット設定) 
(2) 植栽木成長調査 
 
 

1．奥南川山試験地 
植栽木成長調査 

2．野川山試験地 
植栽木成長調査 

3．猪野々山試験地 
植栽木成長調査 

4．桐ノサコ山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 刈払功程調査 
5．松葉川山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 刈払功程調査 

1．奥南川山試験地 
植栽木成長調査 

2．野川山試験地 
植栽木成長調査 

3．猪野々山試験地 
植栽木成長調査 

4．桐ノサコ山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 刈払功程調査 
5．松葉川山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 刈払功程調査 

平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

1．奥南川山試験地 
(1)植栽木成長調査 
(2)広葉樹調査 
2．野川山試験地 
(1)植栽木成長調査 
(2)広葉樹調査 
3．猪野々山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 広葉樹調査 
4．桐ノサコ山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 刈払功程調査 
5．松葉川山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 刈払功程調査 
 
 
 
 
 
 
 

1．奥南川山試験地 
 取りまとめ 
2．野川山試験地 
 取りまとめ 
３．猪野々山試験地 

取りまとめ 
4．桐ノサコ山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 刈払功程調査 
5．松葉川山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 刈払功程調査 
※シカによる食害により試
験を中止 

経過観察 
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平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

1．桐ノサコ山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 刈払功程調査 

 
 

経過観察 1．桐ノサコ山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 刈払功程調査 
 

平成 30 年度 平成 31 年度  

1．桐ノサコ山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 刈払(除伐)功程調査 

1．桐ノサコ山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 植栽木の成長量、残存率

の比較検証し、取りまと
め 

 

 

技術開発
委員会に
おける意
見 
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様式 2 

技 術 開 発 実 施 報 告・計 画 
四国森林管理局 

課  題 
保育作業の省力化による森林育成技術の確立 

(平成 20 年度に試験設計変更) 
開発期間 

平成 18 年度～平成 31 年度 
(平成 18 年度～22 年度) 

開発箇所 

嶺北署 
奥南川山 268   
ら 3 林小班 
桐ノサコ山233 は

林小班 
安芸署 
野川山 1025 い 1、
ろ林小班 
高知中部署 
猪野々山12 は 2林
小班 
四万十署 
松葉川山 3006 ろ

林小班 

担当
部署 

森林技術・支
援センター 

共同研究
機  関 

 
技 術開 発
目 標 

1 
 

開発目的 

1．除伐作業の省力化による低コスト育成技術の確立 
除伐と無除伐とを比較し、 植栽木の成長量、残存率、針広混交比率を検証。 

2．異なる下刈回数における低コスト育成技術を確立 
異なる下刈回数別における保育作業と、通常の保育作業と植栽木の成長量、現存率の比較検
証。 

(数値目標:通常保育作業のコストの 1/2(異なる下刈回数(実施年度別) 

年 度 別 実 施 経 過 
30 年度実施報告 31 年度 

実施計画 実施内容 普及指導 

18 年度 
1．奥南川山試験地 
(1) 無除伐区・対照区設定(プロット設定) 
(2) 植栽木成長調査 
(3) 植生調査 
(4) 除伐の実施(11 月) 
2．野川山試験地 
(1) 無除伐区・対照区設定(プロット設定) 
(2) 成長調査 
(3) 植生調査 
(4) 除伐の実施(12 月) 
 
平成 19 年度 
1．奥南川山試験地 

植栽木成長調査 
2．野川山試験地 

植栽木成長調査 
 
平成 20 年度 
1．奥南川山試験地 
(1) 無除伐区の無下刈区と 5 回下刈区と無

除伐区内に除伐実施プロット(対照区)
を追加 

(2) 植栽木成長調査 
2．野川山試験地 
(1) 無除伐区(い 1)に除伐実施プロット(対

照区)を追加 
(2) 植栽木成長調査 
3．猪野々山試験地 
(1) 無除伐区･対照区を設定(プロットのみ) 
(2) 植栽木成長調査 
4．桐ノサコ山試験地 

ヒノキ植栽 
5．松葉川山試験地 

ヒノキ植栽 
 
 

桐ノサコ山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 刈払(除伐)功程

調査 
(3) 植生調査 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年度
四国森林林業
研究発表会で
報告 

桐ノサコ山試験地 
・とりまとめ 
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平成 19 年度 
1．奥南川山試験地 

植栽木成長調査 
2．野川山試験地 

植栽木成長調査 
 
平成 20 年度 
1．奥南川山試験地 
(3) 無除伐区の無下刈区と 5 回下刈区と無

除伐区内に除伐実施プロット(対照区)
を追加 

(4) 植栽木成長調査 
2．野川山試験地 
(3) 無除伐区(い 1)に除伐実施プロット(対

照区)を追加 
(4) 植栽木成長調査 
3．猪野々山試験地 
(3) 無除伐区･対照区を設定(プロットのみ) 
(4) 植栽木成長調査 
4．桐ノサコ山試験地 

ヒノキ植栽 
5．松葉川山試験地 

ヒノキ植栽 
 
平成 21 年度 
1．奥南川山試験地 

植栽木成長調査 
2．野川山試験地 

植栽木成長調査 
3．猪野々山試験地 

植栽木成長調査 
4．桐ノサコ山試験地 
(1) 刈払回数別試験区及び試験区設定(プロ

ット設定) 
(2) 植栽木成長調査 
(3) 刈払功程調査 
5．松葉川山試験地 
(1) 刈払回数別試験区及び試験区設定(プロ

ット設定) 
(2) 植栽木成長調査 
 
平成 22 年度 
1．奥南川山試験地 

植栽木成長調査 
2．野川山試験地 

植栽木成長調査 
3．猪野々山試験地 

植栽木成長調査 
4．桐ノサコ山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 刈払功程調査 
5．松葉川山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 刈払功程調査 
 
平成 23 年度 
1．奥南川山試験地 

植栽木成長調査 
2．野川山試験地 

植栽木成長調査 
3．猪野々山試験地 

植栽木成長調査 
4．桐ノサコ山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 刈払功程調査 
5．松葉川山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 刈払功程調査 
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平成 24 年度 
1．奥南川山試験地 
(1)植栽木成長調査 
(2)広葉樹調査 
2．野川山試験地 
(1)植栽木成長調査 
(2)広葉樹調査 
3．猪野々山試験地 
※林道崩壊のため未調査 
4．桐ノサコ山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 刈払功程調査 
5．松葉川山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 刈払功程調査 

 
平成２５年度 
１．奥南川山試験地 
  取りまとめ 
2．野川山試験地 
  取りまとめ 
３．猪野々山試験地 

取りまとめ 
4．桐ノサコ山試験地 
(１)植栽木成長調査 
(２)刈払功程調査 
5．松葉川山試験地 
(１)植栽木成長調査 
(２)刈払功程調査 
※シカ害により 25 年度で中止 
 
平成 26 年度 
経過観察 
 
平成 27 年度 
桐ノサコ山試験地 
(1) 植栽木成長調査 
(2) 刈払功程調査 
 
平成 28 年度 
桐ノサコ山試験地 
・植栽木成長調査 
 
平成 29 年度 
桐ノサコ山試験地 
・植栽木成長調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

技術開発
委員会に
おける意
見 

 今後、このような試験地の検証を実施する場合、地形や植生等の違いを念頭にして、検証をお
願いします。 
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別添１ 

 
通常の保育作業と植栽木の成長量等の調査（以下「異なる下刈回数別における保育作業の省力化

試験」という。）を実施。 
 

 1．開発目的：異なる下刈回数別における保育作業の省力化試験 

（開発期間 H21～31 年度） 

従来、初期の保育作業期間内（植栽後約 10 年間）では、下刈を 5 回程度、除伐を 1 回実

施しているが、低コスト保育作業を目指すため、保育作業期間内の下刈と除伐作業を一体的に

考え（表１）、保育作業を少なくする取り組みを松葉川山、桐ノサコ山試験地において、H21

年度より実施。 

 

表 1 刈払作業予定 

 
2．試験 

(１) 松葉川山試験地 

① H21 年 3 月にヒノキを植栽し（3,000 本/ha）、2 回下刈区、3 回下刈区及び 5 回下刈区

の対照区を設定し、それぞれの下刈区に 100 本ずつ調査木を選定。 

② H21 年度は、下刈省略。 

③ H22 年度は、全ての調査区で１回目の下刈（全刈）を実施。 

④ H23 年度は、対照区（２回目）の下刈を実施。 

⑤ H24 年度は、対照区（３回目）は通常の下刈、3 回下刈区（２回目）は冬刈払（12 月）を

実施。 

⑥ H25 年度は、対照区（４回目）と 2 回下刈区（２回目）の下刈を実施（表 2）。 

対照区の下刈功程は 4.46 人/ha、2 回下刈区の同功程は 6.02 人/ha であった。 

 

 
 

⑦ 試験地はシカ生息密度が高い地区であるため、周囲に防護ネットを施工しているものの、シ

カの進入を防ぎきれず、多くの試験木がシカ食害被害に遭っている。枯死率は 3 回下刈区で

除伐予定

植栽年 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

2回下刈区 全刈 全刈 除伐

3回下刈区 全刈 全刈 全刈 除伐

対照区

（5回下刈区）
全刈 筋刈 筋刈 筋刈 全刈 除伐

下刈作業予定

除伐

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

2回下刈区 ー 全刈 全刈 中止

3回下刈区 ー 全刈 全刈 中止

対照区

（5回下刈区）
ー 全刈 筋刈 筋刈 全刈 中止

松葉川山

下刈払作業実績

表 2 刈払作業実績 
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は 13％程度であるが、2 回下刈区 2７％、対照区に

至っては 50％と大変高く、年々シカ食害被害が拡大

している状況（図 1）。 

⑧ シカ食害被害が多く十分な成長比較ができる状態では

ないが、参考までに根元・樹高成長を比較すると、い

ずれも 3 回下刈区の成長が良好である（図 2）。 

⑨ 3 回下刈区は、シカによる食害被害が少なく成長に良

い環境が与えられたものと推測されるが、必ずしも初

期の調査目的を反映しているものではないと思料され

る。 

⑩ 松葉川山試験地については、重度のシカ害があったた

め、これ以上の調査は困難と考え、平成 25 年度をも

って調査を終了した。 

 

（２） 桐ノサコ山試験地 

①  H21 年 3 月にヒノキを植栽し （3,000 千本/ha）、2 回下刈区、3 回下刈区及び 5 回

刈区の対照区を設定し、それぞれの下刈区に 100 本ずつ調査木を選定した。 

②  H21 年度は、全ての調査区で１回目の下刈（全刈）を実施。 

③  H22、23 年度は、対照区（２回目、3 回目）の下刈を実施。 

④  H24 年度は、対照区（４回目）と 3 回下刈区（２回目）の下刈を実施。 

⑤  H25 年度は、対照区（５回目）と 2 回下刈区（２回目）の下刈を実施。 

⑥  H27 年度は、3 回下刈区（2 回目）の下刈を実施。 

⑦  H30 年度は、全ての調査区で除伐を実施。 

（表３） 

⑧  保育作業の人役は、対照区 37.35 人役/ha となっており、比較する 2 回下刈区が 20.38

人役/ha の 45％減、3 回下刈区が 30.79 人役/ha の 18％減となった（表 4） 

図 1 枯死率(松葉川山) 

図 2  根元成長(左)               樹高成長(右) 
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図 3 枯死率（桐ノサコ山） 

 

植栽年 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

2回下刈区 全刈 全刈 除伐

3回下刈区 全刈 全刈 全刈 除伐

対照区

（5回下刈区）
全刈 筋刈 筋刈 筋刈 全刈 除伐

桐ノサコ山

保育作業実績

除伐作業

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 小計 H30年度 計

2回下刈区 8.57 9.10 17.67 2.71 20.38

3回下刈区 8.57 9.10 10.10 27.77 3.02 30.79

対照区

（5回下刈区）
8.57 5.70 8.10 3.80 6.70 32.87 4.48 37.35

刈払作業人約/ha

桐ノサコ山
下刈作業

⑨  保育作業コストでは、2 回下刈区は対照区に比べ約 346 千円/ha、3 回下刈区は約 116

千円/ha コスト削減ができた（表 5）。 

⑩  調査地はシカの目撃情報が少ない地域であるため、被害は比較的低いと思われたが、2 回

刈区では、野ウサギの食害による被害が散見された。2 回下刈区２５％、3 回下刈区１４％、

対照区８％と 2 回下刈区の枯損率が高くなっていた。（図 3） 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※標準的な下刈 5 回 75 万円として試算 

              （林野庁の標準的な試算から）  

人役割合 コスト

2回下刈区 54% 403,179 346,821

3回下刈区 84% 633,632 116,368

対照区

（5回下刈区）
100% 750,000 ー

差

下刈作業

桐ノサコ山

単位：円/ha

表 3  保育作業実績 

 

 

 

表 4  保育作業の人約/ha 

 

表 5  保育作業のコスト比較 
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⑪  H30 年度の根元の成長調査では、2 回下刈区と対照区で成長のバラツキが多かった。 

2 回下刈区の平均成長は 8.2 ㎝、3 回下刈区は平均 7.6 ㎝、対照区は平均 8.4 ㎝であった

（図 4）。 

なお、統計処理の結果では、2 回下刈区と対照区は有意な差はみられなかったが、3 回下

刈区と対照区では有意な差が見られた。 

樹高の成長調査では、根元成長と同様に 2 回下刈区と対照区で成長のバラツキが多かった。 

2 回刈区の平均成長は 4.5m、3 回下刈区は平均 4.5m、対照区は平均 5.3m であった（図

5）。 

対照区は 2 回下刈区、3 回下刈区と比べ有意な差が見られた。 

 

⑫ H30 年 9 月に各試験区の植生調査を実施した（表 5）。 

植生はほとんどがアカメガシワ、ヤマウルシ等の高木性の広葉樹が占めており、最も広葉

樹が多いのは対象区、2 回下刈区、3 回下刈区の順となったが、これは 3 回下刈区の下刈

が最も遅い 7 年目に実施したため、植生が少なかったと思われる。 

なお、対象区は 5 回の下刈を実施したが、2 回下刈区より多かったことは、試験区の設

定時の植生や林況の地位の違いが影響したと思われる。 

 

 

 

 
 

3．まとめ 

（１） 下刈回数が少ない 2 回、3 回下刈区は、対照区に比べ、根元及び樹高成長とも、若干劣っ

ていたが、大きな有意な差は見られなく、同林齢の平均的な成長量以上であり、本調査地で

区  分

高木性 小高木性 低木性 高木性 小高木性 低木性 高木性 小高木性 低木性

9種 4種 2種 7種 2種 1種 9種 5種 6種

％ 65% 19% 16% 67% 30% 3% 46% 33% 21%

ha当たり本数

平均樹高（m）

樹種数

3.24 2.75 3.34

2回下刈区 3回下刈区 対照区

11,600 14,2506,510

図４ 根元成長 図５ 樹高成長 

表 5 広葉樹の植生状況 
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は下刈回数減による成長量への影響は少ない結果となった。 

（２） さらに下刈回数が減ったことにより下刈のコストが軽減でき、2 回下刈区では約 346 千円

/ha、3 回下刈区では約 116 千円/ha のコスト削減につながった。 

しかし、本試験地での成果がすべての造林地において、適用できるかは、慎重に判断すべき

であり、今後は他の地域で実証検証を続けていく必要があると思われる。 

 

松葉川山試験地については、シカ害により H25 年度で試験を中止したため、とりまとめ

は実施していない。 
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様式 1 

技 術 開 発 全 体 計 画 

                                                                 四国森林管理局  

課  題
 エリートツリー植栽による下刈省力化試験 

及びシカ食害防止クリップの効果の検証 
開発期間

 平成2６年度～平成29年度 

エリートツリー（31年度） 

開発箇所
 

・高知中部署（杉

ノ熊山66へ2） 

・安芸署（矢筈谷

山1132い6） 

・四万十署（コビ

穴山4083と）  

担当 

部署 

森林技術

・支援セン

ター 

共同研究 

機  関 

・林木育種センター

関 西 育 種 場    

・森林総研四国支所 

・高知県立森林技術

セ ン タ ー     

・いの町 

・（有）伊藤林業 

技術開発 

目  標 
1

 

現状と問

題  点 

近年、低迷する木材価格に対して植栽後の保育経費に加えてシカネット等のシカ食害対策

にも多くの経費を要することから、近年では伐採したまま再造林を放棄する事例も多く報告

されている状況である。 

これらのことから、造林の低コスト化に向けて、植栽後の成長が期待できる苗木の植栽に

より下刈の省力化と併せてシカ食害対策にも資する取組が喫緊の課題となっている。 

開発目的 

1．早期の成長が期待できるスギエリートツリー（第2世代精英樹）を植栽し、下刈作業省

力化の可否を検討 

２．シカ食害防止クリップ（ドイツ製ＴＳプロテクション）の効果の有無を検証  

開発方法 

１．エリートツリー植栽による下刈省力化試験 

（1）管内２箇所（高知中部・安芸署）の分収育林伐採跡地に試験地を設定（設定、測量

（Ｈ25.10） 

○高知中部署（杉ノ熊山 66 へ 2 林小班） 

・面積 0.56ha 

・標高 680～1,050m 

・方位 北西 

・傾斜 20°～45°未 

○安芸署（矢筈谷山 1132 い 6 林小班） 

・面積 0.59ha  

・標高 400～530m 

・方位 南 

・傾斜 35°～40°未 

（2）シカ食害対策 

○高知中部署（杉ノ熊山 66 へ 2 林小班 Ｈ26. 1） 

・シカネットを施工。 

○安芸署（矢筈谷山 1132 い 6 林小班 Ｈ2６.1） 

・シカネットを施工。 

（3）下刈省力化試験植栽内訳 

① 高知中部署（杉ノ熊山 66 へ 2 林小班） 

 エリートツリー（第２世代）：「第２世代同士の交配系統」を 500 本（１プロ

ット 100 本×５）、「第２世代オープン系統」を 400 本（１プロット 100 本

×4）。 

 精英樹（第１世代）：「初期成長交配系統」を 240 本（１プロット 80 本×4）、

「精英樹オープン系統」を 240 本（１プロット 80 本×4）。 

 対照木：地スギ 300 本（100 本×3）。 

 合計 1,680 本を植栽。 

② 安芸署（矢筈谷山 1132 い 6 林小班）    

 エリートツリー（第２世代）：「第２世代同士の交配系統」を 600 本（１プロ
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ット 100 本×6）、「第２世代オープン系統」を 400 本（１プロット 100 本

×4）。 

 精英樹（第１世代）：「初期成長交配系統」を 240 本（１プロット 80 本×4）、

「精英樹オープン系統」を 240 本（１プロット 80 本×4）。 

 対照木：地スギ 300 本（100 本×3）。 

 合計 1,780 本を植栽。 

 

２．シカ食害防止クリップの効果の検証 

○高知中部署（杉ノ熊山 66 へ 2 林小班 H26.4） 

シカ防護ネット施工地の外側 0.04ha にスギ苗木 120 本を植栽し、同時にうち 60

本にシカ食害防止クリップを装着。 

 コンテナ苗 60 本と普通苗 60 本を使用。 

○四万十署（コビ穴山 4083 と林小班 H28.3） 

 シカ防護ネット施工地の外側 0.02ha にヒノキ及びスギの苗木各 32 本（合計 64 本）

を植栽し、同時にうち各 16 本（合計 32 本）にシカ食害防止クリップを装着。 

 コンテナ苗 32 本と普通苗 32 本を使用。 

 

３．調査方法 

（1） スギエリートツリーと一般苗木の成長比較調査 

（2） 下刈省力化試験 

両署試験地（初年度は下刈なし）内に、1 回下刈区（2 年目に実施）と２回下刈区（２

及び３年目に実施）を設定して調査 

（3） シカ食害防止クリップ効果の検証 

装着苗と非装着苗、クリップの長さ等別に被害調査及び成長調査を実施。 

年 度 別 

計  画 

及び経費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成2５年度（準備期間） 平成2６年度 平成2８年度 

1．両試験地の設定、区域測量 

（1）高知中部署（杉ノ熊山 66

へ 2 林小班） 

（2）安 芸 署（矢筈谷山 1132

い 6 林小班） 

 

２．シカ防護ネット設置 

（1）高知中部署（杉ノ熊山 66

へ 2 林小班）、ただし、シカ

食害防止クリップの効果の

検証試験地はシカ防護ネッ

トの外側に設定。 

（2）安 芸 署（矢筈谷山 1132

い 6 林小班） 

 

３．エリートツリー等の植栽（Ｈ

26. 3） 

（1）高知中部署（杉ノ熊山） 

  1,680 本 

（ 2 ） 安 芸 署 （ 矢 筈 谷 山 ）   

1,780 本  

１．エリートツリー植栽に 

よる下刈省力化試験 

（1）５月に活着調査、11

月に成長調査 

 （2）下刈省力化試験地 

の区域設定 

 

２．シカ食害防止クリップ 

の装着（H26.4 植栽と同

時に装着） 

（1）被害調査と成長調査 

 

平成 27 年度 

1．試験地の設定 

 四 万 十 署 （ コ ビ 穴 山

4083 と林小班） 

2．シカ食害防止クリップの

装着（H28.3 植栽と同時

に装着） 

３．試験地調査 

（1）成長調査 

（2）シカ食害防止クリッ

プの効果の検証では被

害調査も実施。 

1．試験地調査 

（1）成長調査 

（2）シカ食害防止クリッ

プの効果の検証では被

害調査も実施  

  

 

平成29年度 

１．エリートツリー植栽に 

よる下刈省力化試験 

（1）成長調査 

 （2）被害調査 

２．シカ食害防止クリップ

取りまとめ 

平成30年度 

１．エリートツリー植栽に 

よる下刈省力化試験 

（1）成長調査 

 （2）被害調査 

 

平成31年度 

とりまとめ 

-14-

toshimitsu_komi830
テキスト ボックス



- 14 - 
 

技樹開発

委員会に

おける意

見 
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様式 2 

技 術 開 発 実 施 報 告･計 画 

四国森林管理局 

課  題
 エリートツリー植栽による下刈り省力化試験

及びシカ食害防止クリップの効果の検証 
開発期間

 平成 26 年度～平成２９年度 

エリートツリー（３1 年度） 

開発箇所
 
四国局管内 

担当 

部署 

森林技術

・支援セン

ター 

共同研究 

機  関 

・林木育種センター

関西育種場   

・森林総研四国支所 

・高知県立森林技術

センター    

・いの町 

・（有）伊藤林業 

技術開発 

目  標 
１

 特定区域 

内  外 
 

開発目的 

1．早期の成長が期待できるスギエリートツリー（第２世代精英樹）を植栽し、下刈り作 

業省力化の可否を検討 

2．シカ食害防止クリップ（ドイツ製ＴＳプロテクションスリーブ）の効果の有無を検証 

年度別実施経過  

30 年度実施報告 

３1 年度実施計画 

実施内容 普及指導 

平成 25 年度（準備期間） 

１．エリートツリー植栽試験地

（杉ノ熊山、矢筈山） 

（1）試験プロット設定 

（2）シカ防護ネットの施工 

（3）植栽（3 月） 

 

2．シカ食害防止クリップ装着

試験地（杉ノ熊山） 

（1）試験プロット設定 

 

平成 26 年度 

１．エリートツリー植栽試験地

（杉ノ熊山、矢筈山） 

（1）植栽木成長調査 

（2）全て下刈省略 

 

2．シカ食害防止クリップ装着

試験地（杉ノ熊山） 

（1）植栽木成長調査 

（2）植栽木被害調査 

 

平成 27 年度 

１．エリートツリー（杉ノ熊山、

矢筈山） 

（1）成長調査（9,12 月） 

（2）全て下刈実施 

 

2．シカ食害防止クリップ（杉ノ

1．エリートツリー（杉ノ

熊山、矢筈山） 

（1）成長調査  

（2）1 回刈区、2 回刈区

下刈省略 

 

 とりまとめ 
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熊山、コビ穴山） 

（1） 植栽及びクリップ装着（コ

ビ穴山、3 月） 

（2）成長調査（10,3 月） 

（3）被害調査（杉ノ熊山 4 回/

年程度、コビ穴山 3 回/月程

度） 

 

平成２８年度 

1．エリートツリー（杉ノ熊山、

矢筈山） 

（1）成長調査  

（2）1 回刈区、2 回刈区、下刈

省略 

 

２，シカ食害防止クリップ 

（杉ノ熊山、コビ穴山） 

(1) 成長調査 

(2) 被害調査 

 

平成２9 年度 

1．エリートツリー（杉ノ熊山、

矢筈山） 

（1）成長調査  

（2）1 回刈区下刈省略 

（3）2 回刈区下刈実施 

 

２，シカ食害防止クリップ 

（杉ノ熊山、コビ穴山） 

（3）成長調査 

（4）被害調査 

 

３，シカ食害防止クリップ 

とりまとめ 

 

 

 

技 術 開 発

委 員 会 に

お け る 意

見 

 

１エリートツリーは元々成長にばらつきがあるのですか。 

・植栽時、良い苗木を植えたが、中には、そうではないものもある。今後、育種セン

ターが次代検定林として調査を継続し、成長の良いものを選抜。継続すると聞いてい

るので、その中でやれないか相談したい。 

２地スギは苗木が元々、小さかったのか。 

・植栽当初から差があった。 

３エリートツリーも含めて、成長してヤング係数等に興味がある。できればそれらの

調査を引き続きお願いしたい。 
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別添 

本課題では、平成 26 年度より、造林の低コスト化に向けて、スギエリートツリー（第２世代精

英樹）等を植栽し、無下刈区と、１回、２回下刈区、対照区を設定。 

それぞれの成長の度合いを把握して下刈作業省力化の可能性を検討する。 

 

 

1. 試験地 

（1）杉ノ熊山試験地 

① 高知中部署管内の杉ノ熊山国有林６６林班へ
２小班（高知県香美市物部町）の皆伐跡地内に

0.56ha の植栽区域を設定。 

② エリートツリー等の植栽地は、そのほぼ中央

部標高８００ｍ付近を中心に設定。 

③ シカ食害対策として、造林事業地全体の周囲

にシカ防護柵を施工（写真 1）。 

 

 

                           

（2）矢筈谷試験地 

① 安芸署管内矢筈谷山国有林 1132 林班                   

い６小班（高知県安芸郡北川村）の皆伐跡地内

に 0.59ha の植栽区域を設定。 

② エリートツリー等の植栽地は、そのほぼ中央

部、標高 45０ｍ付近を中心に設定。 

③ シカ食害対策として、造林事業地全体の周囲

にシカ防護柵を施工（写真 2）。 

 

 

          

2． 試験地の設計 

（1） 両植栽地とも森林総合研究所林木育種センター関西育種場により、事前にツリーの系

統毎に植栽箇所を決定・測量し、H26 年 3 月に ha 当たり 3,000 本/ha を植栽。 

（2） 杉ノ熊山試験地（植栽本数：スギ 1,680 本）（表 1） 

① エリートツリー（第２世代系統） 

(ア) 「第２世代交配系統」500 本（１プロット 100 本×５） 

(イ) 「第２世代オープン系統」400 本（１プロット 100 本×4） 

②  精英樹（第１世代系統） 

(ア) 「初期成長交配系統」240 本（１プロット 80 本×4） 

(イ) 「精英樹オープン系統」240 本（１プロット 80 本×4） 

③  地スギ（一般スギ系統） 

 地スギ 300 本（100 本×3） 

（3） 植栽地内に下刈省力化試験のため、通常の下刈区以外に無下刈区、１回、２回下刈区を、

各系統種が満遍なく編入されるよう設定した（図 2） 

（4） 矢筈谷山試験地（植栽本数：スギ 1,780 本）（表 2） 

① エリートツリー（第２世代系統） 

(ア) 「第２世代同士の交配系統」600 本（１プロット 100 本×6） 

(イ) 「第２世代オープン系統」400 本（１プロット 100 本×4） 

写真 1 杉ノ熊山試験地 

写真 2 矢筈谷山試験地 
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図 2 杉ノ熊山試験地の植栽及び下刈区の状況 

高知中部森林管理署

高知県香美市 ◎ 下刈省力化試験箇所（１回刈り（２７年度））

杉ノ熊山国有林66林班へ2小班 500 ←1プロット100本

植栽本数　1,680本 ◎ 下刈省力化試験箇所（２回刈り（２７年度及び２８年度）） 400 ←1プロット100本

面　積　0.56ｈａ 240 ←1プロット80本

（3,000本／ｈａ） 240 ←1プロット80本

設計 300 ←1プロット100本

植栽間隔：1.8m×1.8m

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 ↑

10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 斜面上

9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 斜面下

7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ↓

6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

10 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

9 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

10 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
9 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
8 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

地 ス ギ

1680

第2世代同士の交配系統

第2世代オープン系統

初 期 成 長 交 配 系 統

精英樹 オー プン 系統

82m

7
2
m

歩　道

1
8
m

54m

② 精英樹（第１世代系統） 

(ア) 「初期成長交配系統」240 本（１プロット 80 本×4） 

(イ) 「精英樹オープン系統」240 本（１プロット 80 本×4） 

③ 対照木（一般スギ系統） 

 地スギ 300 本（100 本×3） 

（5） 植栽地内に下刈省力化試験のため、通常の下刈区以外に無下刈区、１回、２回下刈区

を、各系統種に満遍なく編入されるよう設定した（図 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 杉ノ熊山試験地内の系統種別、下刈区別植栽本数 

１回下刈区 ２回下刈区
対照区

（通常下刈）

 第２世代同士の交配系統 500 60 60 380

 第２世代オープン系統 400 60 60 280

 初期成長交配系統 240 24 48 168

 精英樹オープン系統 240 24 48 168

一般苗木  地スギ 300 30 60 210

1,680 198 276 1,206計

計

 エリートツリー（第２世代）

 精英樹（第１世代）

系統

-19-

toshimitsu_komi830
テキスト ボックス



 

- 19 - 

 

高知県安芸郡北川村 計

矢筈谷国有林1132林班い6小班 ◎ 下刈省力化試験箇所（１回刈り（２７年度）） ←1プロット100本

植栽本数　１,７８０本 ←1プロット100本

面　積　０．５９ｈａ ◎ 下刈省力化試験箇所（２回刈り（２７年度及び２８年度）） ←1プロット80本

（３，０００本／ｈａ） ←1プロット80本

設計 ←1プロット100本

植栽間隔：1.8m×1.8m

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 ↑
10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 斜面上
9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 斜面下
7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ↓
6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
10 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
9 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
8 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

10 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
9 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
8 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

歩　道

7
2
m

3
6
m

300

第2世代同士の交配系統
第2世代オープン系統

36m

1
8
m

101m

3
6
m

1780

600
400
240
240

初期成長交配系統
精英樹オープン系統
地スギ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 矢筈谷山試験地の植栽及び下刈区の状況 

表 2 矢筈谷試験地内の系統種別、下刈区別植栽本数 

１回下刈区 ２回下刈区
対照区

（通常下刈）

 第２世代同士の交配系統 600 60 120 420

 第２世代オープン系統 400 60 60 280

 初期成長交配系統 240 24 48 168

 精英樹オープン系統 240 24 48 168

一般苗木  地スギ 300 30 60 210

1,780 198 336 1,246計

系統 計

 エリートツリー（第２世代）

 精英樹（第１世代）
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3． 保育状況 

両試験地とも下刈については、無下刈区を設置する予定であったが、現地の状況から、1

回、2 回実施することとした（表 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4． 試験結果－両試験地共通 

（1）  両試験地ともエリートツリー（第 2 世代系統）の植栽後 5 年次（H26～30 年）の樹

高成長については、統計的に有意な差が見られ、エリートツリー（第 2 世代系統）は精

英樹（第 1 世代系統）に比べて成長が良かったと考えられる（図 6、図 7）。 

（2）  しかし、エリートツリー（第 2 世代系統）の中でも系統により成長にバラツキが大きく、

その中には樹高成長の良くないものもあり、地スギ（一般スギ系統）と同等程度のもの

も含まれていた。 

また、５年次の樹高成長の上位系統はエリートツリー（第２世代系統）が優占する傾向

にあったが、精英樹（第１世代系統）系統も同等の成長を示すものもあった（図 4、図 5）。 

これは、今回供試した精英樹（第 1 世代系統）は、次代検定林の調査結果から、成長が

優良であったトップ系統を用いているが、エリートツリー（第 2 世代系統）は次代検定を

行っていないためと考えられる。 

（3）  なお、地スギ（一般スギ系統）については、植栽時のサイズが小さく、その影響が５年

次まで残っているように見受けられた。 

（4）  下刈の影響については、5 年次の樹高成長の系統間の差は、統計的に有意な差が見られ

なかった（図 8、9）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

無下刈区  →  １回下刈区 × ○ × × ×

１回または２回下刈区 → ２回下刈区 × ○ ○ × ×

上記以外 × ○ ○ ○ ○

 ○＝下刈有、×＝下刈無

表 3 保育一覧 
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図 4 杉ノ熊山の 5年次樹高成長 図 5 矢筈谷山の 5年次樹高調査 

図 ７ 矢筈谷山の 5 年次の世代別樹高成長 図６ 杉ノ熊山の 5年次の世代別樹高成長 
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5． まとめ 

（1）  エリートツリー（第 2 世代系統）は精英樹（第 1 世代系統）に比べて成長が良く、特

に上位系統は最も成長に優れ、第２世代選抜の育種効果が認められた。 

（2）  一方で、エリートツリー（第 2 世代系統）は系統間の成長のバラツキが大きかった。 

（3）  精英樹（第 1 世代）上位系統は成長に優れたエリートツリー（第 2 世代）と同等の成

長を示すものがあった。 

（4）  今回の試験地では、下刈を省略しても樹高成長に影響はなかった。 

 

 

6． 今後の取り組み 

（1） エリートツリー（第 2 世代）は第２世代選抜の育種効果が認められたが、系統間の成長

のバラツキが大きいため、今後、次代検定を行って特性評価を進める必要がある。 

（2）  精英樹（第１世代）の上位系統は、エリートツリー（第２世代系統）と同等の成長を示

したことから、特定母樹等への申請を考えいく。 

（3）  今後は５年毎の定期調査を継続するとともに、西四国局１２号、１３号は共通系統が植

栽されているので、これらを合わせた解析もおこなうとともに、将来は第３世代精英樹の

選抜を行いたい。 

 

図 8 杉ノ熊山の 5年次の下刈区部別樹高成長 図 9 矢筈谷山の 5年次の下刈区分別樹高成長 
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様式 1 

技 術 開 発 全 体 計 画 

                                                                 四国森林管理局  

課  題
 

竹を利用したシカ害対策について 開発期間
 

平成27年度～平成31年度 

開発箇所
 ・安芸、四万十森

林管理署管内 

担当 

部署 

森林技術

・支援セン

ター 

共同研究 

機  関 

・森林総研四国支所 

・高知県立森林技術

センター    

  

技術開発 

目  標 

２ 

 

現状と問

題点 

近年のシカ害は甚大で、生息数も高知県では約7万頭（平成2６年度の推定値）に達してい

る。当局においては、新植地にシカ防護ネットやツリープロテクターを設置する等の対策を講

じている。 

シカ防護ネット、ツリープロテクター等は、資材及び設置費用に加え、見回り、撤去・回収

等に多くの労力と金額を要することから、シカ害対策の低コスト化は喫緊の課題。 

開発目的

（数値目標） 

竹を利用した効果的なシカ害対策を検討 

（比較的軽量であるうえ、有機物である「竹」は撤去が不要であるとともに、その利用方法

が課題となっている。地産地消で資材加工費が地元に落ちる点にも着目。） 

開発方法 

試験地の設定 

（1） 安芸森林管理署管内（栃谷

山） 

（2） 試験方法 

ア 竹別種（モウソウチク、メ

ダケ） 

モウソウチク 

・直径に応じて四ツ割りま

たは八ツ割り（高さ 1.5m

程度） 

メダケ 

・そのまま（高さ 1.5m 程

度） 

イ 部位別  

・枝付きの部位と枝のない

部位 

ウ 設置形状別 

 ・苗の周囲に、竹材４本又

は５本、６本・枝付き材も

使った形状で設置 

・周囲にリンロンテープを

巻き付ける 

・34 種類のタイプによる食

害試験 

（3） 食害調査・成長調査等の結

果 

ア  再試験地へのタイプ決定 

イ  試験地設定（植栽・タイプ

設置） 

 

 

再試験地の設定 

（1） 四万十森林管理署管内

（コビ穴山） 

（2） 試験方法 

ア 割竹にリンロン巻きタ

イプと無処理による食害

試験（3 タイプ）設置 

イ 食害調査・成長調査等

の結果、リンロンテープ

では保護器材として使用

するのは難しいと判断 

ウ 新たな生分解性資材の

開発（筒状タイプ）設置 

（３） 資材の更なる改良 

（４） 耐久性試験・食害調査、

成長調査 
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年度別 

計画 

及び経費

    

   

平成27年度 平成28年度 平成29年度 

1．試験地の設定（栃谷山） 

2．試験地植栽時に柵工を設置 

3．被害・成長調査 

4．再試験地設定植栽時に柵工を

設置（コビ穴山） 

1．食害状況調査 

2．リンロンテープに変わる

新たな生分解性資材（筒状

タイプ）の開発 

3．生分解性資材の設置 

4．更なる改良・コスト面の

検討 

5．成長調査等 

1．生分解性資材の更なる開

発及び改良 

2．改良型資材の再設置及び

耐久性試験 

3．食害状況調査 

4．成長調査 

5．下刈り予定 

経費 20０千円   

平成30年度 平成31年度  

1．生分解性資材の更なる開発及

び改良 

2．改良型資材の再設置及び耐久

性試験 

3．食害状況調査 

4．成長調査 

 

1．生分解性資材の更なる開

発及び改良 

2．改良型資材の再設置及び

耐久性試験 

3．食害状況調査 

4．とりまとめ 

 

技樹開発

委員会に

おける意

見 
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様式 2 

技 術 開 発 実 施 報 告･計 画 

四国森林管理局 

課  題
 
竹を利用したシカ害対策について 開発期間

 
平成2７年度～平成31年度

 

開発箇所
 ・安芸、四万十森

林管理署管内 

担当 

部署 

森林技術

・支援セン

ター 

共同研究 

機  関 

・森林総研四国支所

・高知県立森林技術 

センター 

技術開発 

目  標 
２

 

開発目的 

竹を利用した効果的なシカ害対策を検討 

（比較的軽量であるうえ、有機物である「竹」は撤去が不要であるとともに、その利用

方法が課題となっている。地産地消で資材加工費が地元に落ちる点にも着目。） 

年 度 別 実 施 経 過
 30年度実施報告 

31年度実施計画 
実施内容 普及指導 

● 平成27年度 

1. 試験地の設定（栃谷山） 

試験区：測量・設定 

２．植栽 

普通苗（スギ32本・ヒノキ

31本） 

３．設置形状 

竹によるいろんなタイプ

の囲い柵設置 

周囲にリンロンテープを

巻き付けるタイプ 

４．被害調査 

再試験地へのタイプ決定 

５．成長調査 

 樹高・根元調査等 

６．試験地の再設定（コビ穴山

） 

試験区：測量・設置（3月） 

７．植栽（合計１０８本） 

スギコンテナ苗・ヒノキ普

通苗 

８．設置形状 

3タイプの囲い柵設置 

割竹とリンロンテープ巻き

タイプ（3月） 

 

平成28年度 

1．各試験地の調査（コビ穴山） 

２．新たな資材筒（袋）タイプ

の開発・改良等 

３．筒状（袋）タイプ設置（10

月） 

４．成長調査（11 月） 

（1） 樹高・根元調査 

（2） 被害調査 

５．下刈は省略 

１．資材の更なる開発

資材の改良（コビ

穴山） 

２．試験地に改良型設

置 

３．耐久性試験・食害

調査等 

４．成長調査 

５．下刈は省略 

 １．資材の更なる開発資材

の改良（コビ穴山） 

２．試験地に改良型設置 

３．耐久性試験・食害調査

等 

４．下刈は省略 

5．とりまとめ 

※資材の耐久状況等の確認

ため、試験地を追加を検

討 
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平成 29 年度 

１．資材の更なる開発資材の改

良（コビ穴山） 

２．試験地に改良型設置 

３．耐久性試験・食害調査等 

４．成長調査 

５．下刈は省略 

 

技術開発委員会

における意見  
 

 

 

 

１リンロンテープの破損の原因は気象によるものか。 

・リンロンテープの破損は、雨風によるものや周囲のバラ等により破損したものと

考えられる。 

２生分解性のシートを被せるのに、竹の支柱を使用しているのが大変良かった。 

高知市等の放置竹林の対策として、竹の有効利用を検討しているので、利用方法等

として紹介してみたい。 

・竹は加工手段に難があり、支柱より重く、割竹は打ち込みが難しい等の問題もあ

るが、竹の有効利用として点では良い方法と考える。 

話があれば連携等も考えていきたい。 
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別添 
 

本試験は、比較的軽量でかつ、有機物であることから撤去が不要である「竹」に着目し、竹を
利用したシカの食害防止の効果検証を平成 27 年度から実施した。 

また、竹を利用するとともに、樹木の剥皮害防止用テープの「リンロンテープ」を組み合わせ
ることにより、低コストでできるシカの食害防止対策を検討した。 

 

 

1．竹とリンロンテープの組み合わせ試験 

（１）試験地（図 1）  

① Ｈ27 年３月設定 

② 安芸署管内：高知県安芸郡北川村栃谷山国有林 2079 林班い小班内 

③ 皆伐跡地面積：13.49ha（H25 伐採完了）の内 0.０３ha を試験区として設定 

④ 標高：600ｍ、方位：北 

⑤ 比較的傾斜の緩い尾根沿い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

（２）試験地周囲の状況 

・  近年、試験地周辺は若干ではあ

るがシカの生息頭数は減少して

いるもののニホンジカ密度は 30

頭/km2 以下ある。 

 

 

※四国全体におけるニホンジカ

生息密度調査とりまとめ結果。

（図 2） 
（平成 2７年２月 四国森林管理局作成） 

 

 

（3）試験方法 

①  スギ 32 本、ヒノキ 31 本の植栽木に、それぞれ竹とリンロンテープを組み合わせた保護

柵を施工する（写真１、2）。 

竹の種類は、モウソウチク・メダケの 2 種類を採用。モウソウチクは大きさにより四つ割

図 1 栃谷山試験地概要 

図 2 生息分布図 
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り・八つ割りし（以下「割竹」という。）、メダケについては幹をそのまま切断し使用した。 

 なお、モウソウチク・メダケとも枝付きの物を使用した。 

 

②  竹とリンロンテープ等の組み合わせ（写真 3） 

(ア) 植栽木の周囲にメダケを４～6 本囲ったタイプ 

(イ)  〃     メダケ・モウソウチクの枝付きを 3～4 本で囲ったタイプ 

(ウ)  〃     割竹 4～6 本で囲ったタイプ 

(エ)  〃     メダケ・モウソウチクの枝付きに加え割竹 3～4 本で囲ったタイプ 

(オ)  〃     メダケ４～6 本で囲ったものにリンロンテープを巻いたタイプ 

(カ)  〃     割竹４～6 本で囲ったものにリンロンテープを巻いたタイプ 

(キ)  〃     モウソウチクの枝付き 3～4 本にリンロンテープを巻いたタイプ 

   組み合わせは、スギで 21 種類、ヒノキで 13 種類施工し、無処理の植栽木と被害状況等を

比較する。 

写真 3 各種タイプ別（一部） 

写真 1 メダケ、モウソウチク 割竹 写真 2 リンロンテープ（株式会社コテガワ HP から） 
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区  分 施工数 4月 5月 6月 7月 8月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

タイプ１ 8 7 1 8

被害率 88% 100% 100%

タイプ2 13 3 2 5 1 1 1 13

被害率 23% 38% 77% 85% 92% 100% 100%

無処理 10 5 3 2 10

被害率 50% 80% 100% 100%

  なお、調査結果の取り纏めは、竹とリンロンテープの組み合わせをタイプ１、竹のみをタイプ

２として取り纏めることとした。 

 

（4） 試験結果 

  【食害調査】 

① スギ 

(ア) 植栽後、9 月を除き、翌年 3 月まで毎月食害被害状況を目視により実施した（表 1）。 

(イ) ５月までは被害がなかったが、6 月から無処理・タイプ２に被害が見られ、7 月にはリ

ンロンテープを組み合わせたタイプ１も被害を受け始め、翌年 2 月にはほとんどの植栽

木が被害を受けた（写真 4～6）。 

 

② ヒノキ 

(ア) 4 月の調査では、竹のみのタイプ 2 と無処理のみに被害が見られた。 

(イ) タイプ 1 は 6 月まで被害は見られなかったが、植栽後 4 ヶ月か経過した 7 月から急激に

被害を受け始め、10 月には全てのタイプが１００％の被害となった（表 2 写真 7～9）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区  分 施工数 4月 5月 6月 7月 8月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

タイプ１ 9 1 5 1 2 9

被害率 11% 67% 78% 100% 100%

タイプ2 13 1 4 5 1 1 12

被害率 8% 38% 77% 85% 92% 92%

無処理 6 1 2 3 6

被害率 17% 50% 100% 100%

※施工数は、施工後に食害以外により枯れた施工木は除いている。

表 1 スギの食害状況 

写真 4 タイプ 1 被害状況 写真 5 タイプ 2 被害状況 写真 6 無処理 被害状況 

表 2 ヒノキの食害状況 
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（5）まとめ 

① 全タイプにおいてスギ・ヒノキとも食害を受けた。 

②  竹とリンロンテープの組み合わせのタイプ１の被害の原因を思

量すると、リンロンテープは間隔を開けて巻いたため隙間から食

害を受けた。また、ある程度、間隔を開けずに巻いたタイプでは、

風等によりずれて隙間ができたことにより食害を受けたと思わ

れる（写真 10）。 

③  竹のみのタイプ 2 は、施工時の打ち込みが十分でなかったため

風等により傾き、間隔が開き、隙間からの食害を受けたと思われ

る。 

④  なお、資材としての竹材については、現地での運搬・施工性・

材料の確保等を考慮した結果、割竹が設置しやすいと思われる。 

   

  しかし、リンロンテープの巻き方を工夫するとともに、割竹を確実

に施工すれば保護が可能ではないかと思われるため、竹とリンロンテ

ープを組み合わせたタイプ 1 を他のフィールドで再試験を行い、再度検証することとした。 

 

 

2． 竹とリンロンテープの組み合わせ再試験 

 栃谷山での試験結果を踏まえ、新たに四万十署管内のコビ穴山に再試験地を設定した。 

（1）試験地（図 2）  

①  Ｈ28 年３月設定 

② 四万十署管内：高知県高岡郡四万十町

コビ穴山国有林 4083 林班と小班内 

③ 面積：0.06ha（H26.6 月搬出完了） 

④ 標高：280ｍ、方位：北西 

⑤ 急傾斜地 

 

（２）試験地周囲の状況 

 コビ穴山国有林周辺のニホンジカ密度

は２０頭/km2 以下。 

 

※四国全体におけるニホンジカ生息密度

調査とりまとめ結果。（図 3） 
（平成 2７年２月 四国森林管理局作成） 

（3）試験方法 

写真 7 タイプ 1 被害状況 写真 8 タイプ 2 被害状況 写真 9 無処理 被害状況 

図 3 生息分布図 

写真 10 隙間がある 
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① スギ・ヒノキそれぞれを 1 列 9 本ずつの 6 列に、スギ（コンテナ苗）54 本、ヒノキ（普

通苗）54 本の合計 108 本を植栽（図 4）。 

② 防護柵のタイプ別として、 

タイプ 1：割竹 4 本 

タイプ 2：割竹 5 本 

タイプ 3：割竹 6 本 

にそれぞれリンロンテープを巻きつけた（写真 11～13）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① タイプ1 12本 ① タイプ1 12本

② タイプ2 12本 ② タイプ2 12本

③ タイプ3 12本 ③ タイプ3 12本

○ 無処理 18本 ○ 無処理 18本

54本 54本

ヒノキ スギ

図 4 試験地の概要 

写真 11 竹割4本＋リンロン  写真12 竹割5本＋リンロン 写真13 竹割6本＋リンロン
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（4） 試験結果 

①  施工にかかる時間観測を実施した結果、1 セット当たり作業功程は平均 6 分～７分程度

の時間を要した。 

② 資材単価：割竹１本：100 円、リンロンテープ４０ｍ：180 円 

（1 セット当たり資材費：580 円～780 円） 

③ 施工状況 

(ア) 設置時に隙間ができないように入念にリンロンテープを巻きつけし、支柱も十分打ち

込んだにも関わらずリンロンテープの幅が狭いため、風等によりずれが生じて隙間が

発生した（写真 14）。 

(イ) また、急傾斜地では、下方の地際からの侵入も確認された。 

④ 被害調査（表 3 写真 15、16） 

(ア) 植栽後 1 ヶ月目で、ヒノキについては全てのタイプの頂芽・側枝に食害被害を確認。 

(イ) 植栽後 2 ヶ月目では、スギは無処理のみが被害を受けたが、ヒノキは各タイプ 1 本

を除き、全て食害を受けた。 

(ウ) 食害はノウサギと見られる。 

 

 

 

←隙間から食害

を受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スギ ヒノキ

区  分 施工数 4月 5月 計 区  分 施工数 4月 5月 計

タイプ１ 12 0 タイプ１ 12 9 2 11

被害率 0% 被害率 75% 92% 92%

タイプ2 12 0 タイプ2 12 10 1 11

被害率 0% 被害率 83% 92% 92%

タイプ3 12 0 タイプ3 12 11 11

被害率 0% 被害率 92% 92% 92%

無処理 18 4 4 無処理 18 18 18

被害率 22% 22% 被害率 100% 100% 100%

表 3 スギ・ヒノキの食害状況 

写真 14 リンロンテープ巻タイプ（設置１月後の状況） 
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（5） まとめ 

① しっかりと施工しても風によりリンロンテープに隙間が発生し食害を受けた。 

② また、隙間を塞ぐためのリンロンテープの補修に手間と時間を要する。 

 

このことから、リンロンテープと竹に組み合わせは、設置後、短期間で食害による被害を受

けたことから、保護用資材として活用するのは困難と判断した。 

しかし、支柱に使用している割竹は、大量に生産すことができればコストを下げることがで

きると考え、引き続き、支柱材として割竹を使用し、安価の保護資材の開発をすることとした。 

 

 

 

3． 竹と安価な生分解性防護資材の組み合わせ試験 

（コビ穴山試験地を再使用） 

竹の有効利用と資材の撤去・回収が不要と言ったメ

リットを勘案し、生分解性資材を使用することとし、

生分解性資材メーカーに協力依頼し、防護効果と併せ

てコスト面でも、既存の保護資材と同程度以上の試作

品を目指して開発することとした。 

なお、試験地は、竹とリンロンテープの組み合わせ

のコビ穴山の試験区を再利用するとともに、試験木が

少ないことから、H29 年 7 月に新たな試験区（プロ

ットⅠ）を同試験地に内に追加した（写真 17）。 

 

 

写真 15 被害状況（H28.4 月） 

写真 16 被害状況（H28.4 月）ノウサギの痕跡 

写真 17 プロット設置状況 
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（1） 試験地  

① Ｈ28 年 10 月、H29 年 7 月設定 

② 四万十署管内：高知県高岡郡四万十町コビ穴山国有林 4083 林班と小班内 

③ 面積：H28 年 10 月既存試験区 0.06ha（プロットⅡ）、H29 年 7 月追加試験区 0.02ha

（プロットⅠ） 

 

（2） 新たな資材の開発 

①  プロットⅡ 

(ア) 市販の生分解性ゴミ袋を２枚貼り合わせ

た製品（以下「生分解性ゴミ袋タイプ」と

いう。）で厚さ 0.035mm の通気孔なし

をH28年７月に試行的に設置（写真18）。 

また、生分解性プラスチック製ネットタイ

プも試作品として設置した（写真 19）。 

(イ) 生分解性ゴミ袋タイプを設置したが、耐久

性等を考慮すると厚みが不足すると考え、

厚みを 0.05mm に強化し、風の抵抗・乾

燥等の対策として袋に、３㎝（穴 7 列）

と６㎝（穴 2 列）の通気孔を開けるよう

メーカーに依頼し、「生分解性ビニール改

良タイプ」として作成し、同年 10 月にプ

ロット内のスギ 12 本、ヒノキ 11 本に施

工した（写真 20）。 

(ウ) 施工後、半年程度で改良タイプの破損が見

られたため、再度、ビニールの配合等を改

良した新たな改良型に変更した。 

 

②  プロット 1 

(ア) H29 年 7 月、プロットⅡでは試験試料数が少ないことから、「シカ食害防止クリップ効

果検証試験地跡地」をプロットⅠとして活用することとし、スギ 32 本、ヒノキ 32 本に

新たな改良型の生分解性ビニール改良タイプを設置した。 

(イ) H30 年 5 月にヒノキ試験木に破損が見られたため、ヒノキ 32 本に再度を新たに施工し

直した。 

 

 

（3） 試験結果 

 【既存資材と開発資材との比較】 

① プロットⅡ 

(ア) 生分解性ビニール改良タイプは、市販され

ている既存資材（写真 21）の内径 10～

28 ㎝程度に比べ、内径が 32 ㎝と大きい

ことから苗木に与えるストレスは小さい

と考えられる。 

(イ) 既存のタイプの価格は、メーカーにより差

はあるが、600～1,000 円程度であるこ

とから、生分解性ビニール改良タイプは

600 円程度以下を目指してメーカーと調

整しているところ。 

写真 18 ゴミ袋タイ

プ 

写真 20 生分解性ビ

ニール改良タイプ 

写真 21 既存資材 

 

写真 19 生分解性ネ

ット 
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写真 22 R1.5 月 上空から 写真 23 R1.5 月 写真 24 R1.5 月 

(ウ) 施工の工程は、既存資材は３～５分程度に対し生分解性ビニール改良タイプは、４分弱で

設置できるとともに、支柱の施工も割竹の 4 本は設置が容易であった。 

(エ) 設置後、シカ等による食害の被害は生分解性ビニール改良タイプ及びネットタイプとも被

害はなかったが、半年を経過した頃には、生分解性ビニール改良タイプが破れ等の破損が

生じた。原因としてビニールの配合（普通仕様）によるものと思われる。 

このことから、ビニールの配合等を変える改良を行い、破損したものと交換した。  

(オ) 改良点は、ベース樹脂量、分解防止剤量の増量、耐紫外線剤を新たに添加した配合に変更

するとともに、取り付け部分の折り返しを二重等に強化するなど、改良点をメーカーに依

頼し、試作品を作成した。 

・ ベース樹脂を分解の遅い樹脂及び伸び率が比較的高いものに変更（前回：植物由来度

重視） 

・ 分解防止剤の添加量アップに変更（前回：添加） 

・ 紫外線対策として、新たに添加したものに変更（前回：なし） 

(カ) R 元年 5 月に耐久状況を見るとほとんど全ての施工木は破れ等の破損していた。 

 

② プロットⅠ 

(ア) H30 年 5 月、スギ、ヒノキとも破損が見られることから、再度、生分解性ビニール改良

タイプのビニール配合具合等を改良したものをヒノキ 32 本に施工をしたが、スギついて

は施工せず、継続的に耐久状況を見ることとした。 

(イ) R 元年 5 月に約 2 年経過したスギの施工木の耐久状況を見ると、施工木 20 本の内 14

本（75％）が破れ等の破損しており、耐久性としては 2 年程度と思われる（写真 22、

～24）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4） まとめ 

試験地の周辺においては、現在もシカの捕獲を実施しており、試験開始時に比べシカの

生息密度が低くなっている状況である。 

また、現在の試験は「竹とリンロンテープの組み合わせの試験」や「シカ食害防止クリ

ップの効果検証試験」跡地で実施していることから、生分解性ビニール改良タイプ施工に

よる食害被害の検証は難しい状況である。 

さらに生分解性ビニールタイプの施工は H29 年 10 月から実施したが、試験途中におい

て、生分解性ビニール改良タイプに変更したり、途中で破れ等の破損した試験木に再度施

工し直したり、試験開始時の植栽木の樹高は 50～120 ㎝（プロットⅠのスギ）に成長し

た物に施工していることから、生分解性ビニール改良タイプによる成長の効果を検証する
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ことは困難であるとともに、破損の原因として成長した枝によることも考えられる。 

このようなことを踏まえて、以下のとおり取り纏めた。 

(ア) 資材コストは既存のものと同程度になるよう調整中。 

(イ) 下刈は省略することができた。 

(ウ) 生分解性ビニール改良タイプは一定の期間（2 年程度）は耐久性がある。また、支柱の割

竹は、設置後約 2 年以上が経過しているが十分耐久性もあり支柱用資材として問題はな

い。 

(エ) 植栽時からの施工していないため、破損した原因が耐久性よるものか不明。また、成長に

与える影響も不明。 

  

（5） 今後の予定 

現在の試験地では、資材の耐久性、シカからの防護効果、成長効果がわからないため、

今回一度取り纏めを行ったあと、再度、各署等に生分解性ビニール改良タイプ及び既存の

単木保護資材の検証地を設置するか検討する。 
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様式 1 

技 術 開 発 全 体 計 画 

                                                                 四国森林管理局  

課  題
 再造林地での効果的なシカの捕獲手法と 

捕獲後の影響及び捕獲効果の検証 
開発期間

 
平成2８年度～平成30年度 

開発箇所
 四万十森林管理

署管内 

担当 

部署 

森林技術

・支援セン

ター 

共同研究 

機  関 

森林総研四国支所 

    

技 術

開発 

目 

 標 

３
 

 

現状と問

題点 

今後、主伐再造林の増加が見込まれる中、シカ被害防護対策は万全な対策となり得ていない

状況である。 

シカ被害の抜本的な対策は、適正な個体数への調整となるが、森林では捕獲の困難性等から

、個体数調整の取組が進んでいない状況であり、このような森林では、林業従事者自らが再造

林地保護に繋がるための捕獲に取り組むことが重要である。 

開発目的

（数値目標） 

１ 再造林地を利用するシカの侵入状況等の確認。 

２ 再造林地でのわなによる効果的な捕獲手法を検証。 

３ 再造林地を利用するシカ捕獲後の新たな個体侵入期間の検証。 

４ 再造林地周辺のシカの行動圏及び再造林地への侵入頻度との関連性の確認。 

開発方法 

１ 試験地の設定 

(1) 四万十森林管理署管内新植地(当センター既設試験地) 

(2) 試験方法 

   ① 自動撮影カメラにより試験地内を利用するシカの侵入頻度等を把握 

  ② ①が完了後、試験地周囲にわなを仕掛け試験地を利用するシカを捕獲(一定期間、可能

であれば全頭)  

  ③ 新たなシカが侵入するまでの期間等を把握 

  ④ 試験地周辺でメスジカを捕獲の上ＧＰＳ首輪を装着し、行動圏を把握・分析する 

【再造林地とシカの行動圏及び再造林地への侵入頻度等の関連性等に係るデータ収集】   

 

年度別 

計画 

及び経費

    

   

平成27年度 

（準備期間） 

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 

1.試験地の設定 

2.自動撮影カメ

ラの設定 

試 験 地 を 利 用

す る シ カ の 侵 入

頻度等の把握 

 

 

1.試験地を利用す

る シ カ の 捕 獲 と

新 た な 侵 入 状 況

等の把握 

 

2.GPS 首輪によ

る 試 験 地 周 辺 の

メ ス ジ カ の 行 動

圏の把握 

1.試験地を利用す

るシカの新たな侵

入状況等の把握 

 

2.GPS首輪による

試験地周辺のメス

ジカの行動圏の把

握 

 

とりまとめ 

 経費：2,500千円 

技樹開発

委員会に

おける意

見 
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様式 2 

技 術 開 発 実 施 報 告･計 画 

四国森林管理局 

課  題
 再造林地での効果的なシカの捕獲手法と 

捕獲後の影響及び捕獲効果の検証 
開発期間

 
平成 28 年度～平成 30 年度 

開発箇所
 四万十森林管理

署管内 

担当 

部署 

森林技術・支

援センター 

共同研究 

機  関 

 

森 林 総 合 研

究 所 四 国 支

所 

技術

開発 

目  

標 

３
 特定区域 

内  外 
 

開発目的 

１ 再造林地を利用するシカの侵入状況等の確認。 

２ 再造林地でのわなによる効果的な捕獲手法を検証。 

３ 再造林地を利用するシカ捕獲後の新たな個体侵入期間。 

４ 再造林地周辺のシカの行動圏及び再造林地への侵入頻度との関連性。 

年度別 

実施 

経過
 

平成 27 年度 平成 2８年度 平成 2９年度 平成 30 年度 

実施内容 
普及 

指導 
実施内容 

普及

指導 
実施内容 

普及

指導 
実施内容 

普及

指導 

 1.試験地の設

定 

 

2.自動撮影カ

メラの設定 

 

 

 

 

 

 

 

低コス

ト造林等

検 討 会

（四万十

署主催） 

 

 

 

 

 

 

 

試 験 地

を利用す

るシカの

侵入頻度

等の把握 

 1.試験地を利

用するシカの

捕獲と新たな

侵入状況等の

把握 

 

2.GPS 首輪に

よる試験地周

辺のメスジカ

の行動圏の把

握 

 1.試 験 地 を 利 用 す

る シ カ の 新 た な 侵

入状況等の把握 

 

2.GPS 首輪による

試 験 地 周 辺 の メ ス

ジ カ の 行 動 圏 の 把

握 

 

年度別 

実施 

経過
 

 

平成 31 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施内容 

 

普及 

指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とりまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技 術 開

発 委 員

会 に お

け る 意

見 

１今回の試験・研究は、シカを防ぐ研究なのか、または、シカの行動圏を調べて予防が

目的か。 

・伐採跡地にシカが集まってくるのかを、GPS 首輪を付けて行動圏を調べた。 

 結果として、シカは定住性が高く、新たな伐採跡地に移動して、定住しなかったとの

知見が得られたと考えている。 

２シカ捕獲を林業施業の一環として、行っている中で、さらにこれ以上どの様な方法で

やるのか。 

・国有林では、引き続き捕獲を請負等で実施するとともに、防護対策も合わせて実施し

ていく。 
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別添 

本課題では、再造林地での効果的な捕獲手法と捕獲後の影響及び捕獲効果を検証する。 
 

 

１ 試験地箇所の概要 

 

四万十署：コビ穴山 4086 と林小班 

試験地面積：0.1ha(除地を除く)内 0.06ha 植栽 

植栽時期：H28 年 3 月植栽 

シカ生息密度：１k ㎡当たり 20 頭以下 

試験地標高：280ｍ 

 

 

２ 試験方法について 

（1）試験地を利用するシカの侵入頻度調査。 

（２）試験地を利用するシカの捕獲。 

（３）捕獲後の試験地への新たなシカの侵入期間と試

験地の利用状況調査。 

（４）試験地周辺のシカ行動圏把握調査 

・再造林地への侵入の関係性等に係るデータの収

集 

・生体捕獲のため、「小型囲いわな」に加え「首くくりわな」を採用する。 

 

 

３ 試験結果 

（１） 試験地を利用するシカの侵入頻度調査 

① 自動撮影カメラを使用して、捕獲前後の比較を行うため、調査地全域が把握できるよう H28.3

月に 8 台設置。台数が多いため、H28.6.14 から 5 台に減らして、H29.2 月末まで継続実施。 

 

 

画像データの解析方法については、撮影された哺乳類の個体識別が困難であることから同一個体の重

複カウントの影響を少なくするため、一定時間離れた撮影に限って種ごとに集計して相対的な撮影頻度

の大小を比較する 「撮影類度指標(RAI , Relative Abundance Index)」 により解析した。 

侵入頻度指数＝（検知撮影数／装置稼働数）×１００ 

 一定時間の間隔を３０分として、それ以内に複数回撮影されても 1 回として扱い、さらに、一つのフ

レームに複数頭撮影されても 1 頭としてデータを集計して、侵入頻度指数（100 カメラ稼働日あたりの

撮影枚数）を算出した。  

 

 

図 1．コビ穴山試験地 

（高知県四万十町大正地区） 

図 2．カメラ設置状況 
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② 個体別侵入調査結果 

 個体識別は、体のサイズ、角の有無からオス・メス・不明に分類した（図 3） 

 期間内での侵入頭数は、計 647 頭（オス 18 頭、メス 586 頭、不明確 43 頭）。 

 月別最大は、4 月 184 頭、最小は、2 月に 9 頭が侵入。 

 個体別では、メスが多く侵入し、撮影の多くが 2～4 頭で親子と思われる。また、オスは

単独での行動が多い。 

 

③ 月別侵入頻度結果 

 １年間の侵入頻度指数（RAI）は、23.79。 

 （RAI）の最大値は、4 月の 265.38、最小値は、2 月の 34.62 となった。（図 4） 

 4、.5、6 月は、苗木を植えたことやタケノコの発生など、新たな餌の発生により侵入頻

度が高くなっているものと推定。 

 なお、当センターでの過去のシカの出現数の調査結果では、10 月以降に出現が増える傾

向であったが、当試験地では少ない結果となった。原因としては、試験地内の餌の減少、

試験地周辺でのシカの駆除が行われたことなどが考えられる。 

 

図 3．月ごとの個体別侵入頭数 

図 4．月別侵入頻度 
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（２） 試験地を利用するシカの捕獲 

① 試験地を利用するシカの侵入頻度は、自動撮影カメ

ラによる調査で、１フレーム最大 3 頭の出現があり、

1 組ないし 2 組の親子が利用していると考えられ

たことから、捕獲目標頭数を最低 4 頭に設定した。 

② 試験地周辺では、四万十署が猟友会による有害鳥獣

駆除を実施したことから、センターの捕獲は有害鳥

獣駆除後とした。 

③ 図２に示すとおり、有害鳥獣駆除で 5 頭、当センタ

ーで、Ｈ29．12 月までに 2 頭を捕獲。これより

シカの侵入期間と試験地の利用状況調査を開始し

た。 

 

 

 

（３） シカの侵入期間と試験地の利用状況調査 

① H30.１月以降、２月末までは試験地付近で足跡は

確認するも、自動撮影カメラで映り込みを確認する

ことは出来なかった。また、3 月はカメラの不調で

確認出来なかった。 

② 4 月に新たにカメラ 4 台を再設置し（図６）、②～

④番のカメラで 1 フレーム当たり最大 1 頭の映り

込みを確認した。 

③ その後も、最終捕獲から７ヵ月目で１フレームあた

り最大３頭の映り込みを確認。また、嗜好性植物の

食痕も多数確認できたことから、捕獲前の利用状況

に回復したものと判断。 

④ 「皆伐地でのニホンジカ捕獲による苗木被害抑制

効果の検討」（森林総合研究所四国支所）試験では、「周辺のシカを一定捕獲した後は、侵

入するシカは減ったものの、取り残したシカによる滞在時間が増え、被害が増えたと考えら

れる。（一部のシカを捕獲した後も、周辺のシカの行動が変化する）」との結果からも、当

試験においてもカメラへの映り込みは確認できなかったものの、捕獲後から２ヵ月目までに

は試験地周辺に足跡を確認していることから、比較的短い期間で新たなシカの侵入があるこ

とが検証されたと考える。 

 

 

（４） 試験地周辺のシカの行動圏把握を調査 

再造林地とシカの行動圏の把握と捕獲に与える影響等を検証するため、GPS 首輪を装着し効率

的な捕獲に繋がるデータを収集する。 

（GPS 首輪の仕様は表１のとおり） 

 

図 5．試験地周辺のシカ捕獲状況 

図 6．新たなシカの侵入観察 

図 7．GPS 首輪発信機 

脱落装置 
GPS 受信機 

機種：Tellus GPS Collar-ID 
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表１．GPS テレメトリー等の仕様 

 

 

 

 

 

 

① シカ行動圏把握調査 

 GPS 首輪を装着・行動追跡調査及びデータ分析は業務委託にて実施。 

 生体捕獲場所は、試験地から約２㎞～2.5 ㎞地点で、事前に餌付けを行い、H29.8.28 に

「小型囲いわな」と「首くくりわな」により捕獲を開始した。 

 H29.11.9 にメスジカ幼獣（以下「№１」という）、H30.1.15 にメスジカ 1 歳（以下「№

２」という）を「小型囲いわな」で生体捕獲。 

 捕獲と同時に GPS 首輪を装着して放獣し調査を開始した（表２、表 3）。 
  

表２．個体の概要 

個体番号 捕獲年月日 性別 成幼 
体重

（㎏） 
全長（㎝） 

体長

（㎝） 
体高（㎝） 胸囲（㎝） 

後足長

（㎝） 

№1 H29.11.9 メス 幼獣 13.5 107 53 50 57 30 

№2 H30.1.15 メス １歳 18.5 105 58 60 63 32 

 

表３．調査内容及び実施日 

調査内容 実施日 

シカ行動圏把握調査 6/25、6/28、6/29、7/12、7/13、10/16 

GPS 首輪の回収 10/25、11/1、1/11、1/16 

 

 

② 調査データの分析 

 得られた測位結果を用いて、行動圏面積、季節的な標高利用、植生選択、利用斜度及び利

用方位について分析を行った。 

 分析に使用したソフトは GIS ソフトの Ark GIS (ver.9.3.1)を用いて、季節的な標高利用の

み GPS 首輪によって取得されたデータのうち、高精度な 3Ｄデータのみ整理した。 

 行動圏面積を評価するため「100％最外郭法」による行動圏面積の算出を行った。 

 ＧＰＳ首輪によって取得した地点数は№１が 5,472 点、№２が 4,327 点であった（表 4） 

 行動圏面積は、№１（図 8 の青）が 0.212㎢、№２（図 8 の赤）が 0.739㎢であった（表

５及び図 8） 

 2 頭とも調査期間を通じて大きな行動圏の移動は見られなかった。全期を通じて集中的に

利用する地域に変化はなかった。（表 5 及び図 8） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個体番号 機種 ID Ｓ/Ｎ 周波数 測位間隔 脱落期限 

№１ Tellus GPS Collar-1D WG44-7060 T5H-5338 146.940  60 分 H31.7.9 

№2 Tellus GPS Collar-1D WG44-7060 T5H-5337 146.360  60 分 H31.9.25 
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      表４．取得地点数 

  №１ №２ 

11 月 514 
 

12 月 737 
 

１月 740 289 

２月 667 352 

３月 739 
 

４月 717 
 

５月 722 188 

６月 636 689 

７月 
 

713 

８月 
 

705 

９月 
 

683 

10 月 
 

704 

11 月 
 

4 

全体 5,472  4,327  

 

 

（調査期間は、Ｈ29.11 月～Ｈ30.11 月迄。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

図 8．調査期間を通じた行動圏 

表５．行動圏面積（100％MCP） 

          単位 ㎢ 
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 NO.1 の季節的な標高利用については、利用していた平均標高が最も高かったのが、11 月

で 525.86±119.12ｍであったが、利用標高のばらつきも大きかった。 

反対に平均標高が最も低かったのが１月で 464.29±68.00m で、11 月とは 60m 程度の

差が見られた。 

また、３月から６月にかけては、平均標高 490m 前後の地点を多く利用していた（表 6、

図 8）。 

NO.2 の平均利用標高については、利用していた平均標高が最も高かったのが、11 月で

509.50±54.95m であった。ただし、例数が少ないため、その影響がある可能性が考えら

れる。 

反対に平均標高が最も低かったのが６月で 388.90±115.94m であり、11 月とは 100m

以上の差が見られた。 

また、２月から９月にかけては平均標高 400m 前後の地点を多く利用していた。 

 ２頭とも秋季に利用場所の標高を上げる傾向が見られた。 

 

平均 標準偏差 例数
11月 525.86 119.12 514
12月 465.63 65.75 737
１月 464.29 68.00 740
２月 470.92 42.58 667
３月 490.43 53.16 739
４月 494.47 90.51 717
５月 487.71 95.07 723
６月 496.13 85.20 635

表６．月ごとの平均利用標高（№1） 

平均 標準偏差 例数
１月 429.10 85.63 289
２月 405.31 93.82 352
５月 400.80 71.44 188
６月 388.90 115.94 689
７月 406.06 104.30 713
８月 396.86 89.16 705
９月 402.68 82.43 684
10月 428.96 299.90 704
11月 509.50 54.95 4

表７．月ごとの平均利用標高（№2） 

 

図 9．月ごとの平均利用標高（№1） 

図 10．月ごとの平均利用標高（№2） 
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 全期間の利用植生については、№１はスギ・ヒノキ植林が 90%以上を占めており、スギ・

ヒノキ植林以外では、伐跡群落とウラジロガシ、サカキ群集を利用していた。 

№２の利用植生はスギ・ヒノキ植林が 100%であった（図 11）。 

 

  全期間における利用斜度については、２頭とも最も多く利用していた斜度は、35－40°で

あった。それより斜度が急になると利用が減少し、55°の斜度は利用していなかった。 

平坦地についても利用頻度が低く、30－45°がシカの利用頻度の高い斜度であった（図 12）。 

 

  利用方位については、№１は、全体的に北を中心とした地域を多く利用しており、南東から

南西にかけた地域の利用は少なかった。月ごとの利用方位を見ても、同様の傾向であり、季

節的な斜面利用の違いはとくに認められなかった。 
№２の月ごとの利用方位については、全方位をそれぞれ利用していたが、特に南を中心とし

た地域を多く利用していた。月ごとの利用方位を見ても、例数の少ない 11 月を除き、同様の

傾向で推移しており、№１と同様に季節的な斜面利用の違いはとくに認められなかった（図

13・図 14）。 
 

 

図 11．全期間における利用植生（数字は列数を示す） 

 

図 12．全期間における利用斜度（数字は列数を示す） 
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③ 試験地周辺のシカの行動圏把握を調査のまとめ 

     今回、GPS 発信機を装着して得られた行動圏の結果は特に大きいという訳ではなく、利用中

心エリアは大きく移動していなかった。 

ただし、№２については、行動圏サイズが 10 月に大幅に拡大し、利用している標高の平均

についても上昇傾向が認められた。 

この理由は、10 月ごろがシカの繁殖時期にあたるため、オスはメスを追いかける行動をとり、

それを避けるメスが普段利用していない地域に移動することで、行動圏サイズや利用している

標高に影響が出たと考えられる。 

     利用している植生では、２頭ともスギ・ヒノキ植林でほとんど活動しており、このことは、

生息環境が悪くても簡単には移動しないことを示唆している。 

     また、調査した個体については、平均 0.4705㎢という範囲を中心に活動しており、季節的

な移動も行わず、季節によって斜面方位を変化させることもなかった。このような状況では、

近隣地に新植林地が出現しても、そこに移動するというのは考えにくい。 

このようなことから、この試験地周辺のメスシカは、少なくとも新植林地の被害を軽減させ

るためには、離れた地域のシカを捕獲するよりも、新植林地の林縁付近で捕獲を行った方が効

果的であると考えられる。 

 

４ 効果的な捕獲手法の確立について 

効果的な捕獲手法の確立として、従来から使用してきた「小型囲いわな」以外にかわる捕獲わなと

して、「首くくり罠」を使用してみたが、再三にわたり逃走等された。 

このことから、跳ね上げバネと首をくくるワイヤーのジョイント部を跳ね上げバネから外れるよう

改良を行い試験に取り組んできたが、シカの利用が無く試験の成果を上げるに至っていない状況。 

 

 

 

 

 

 

 

図 13．月ごとの利用方位（№１） 図 14．月ごとの利用方位（№2） 
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５ まとめ 

 

（１）  シカの侵入期間と試験地の利用状況調査をみても、シカの行動圏は狭く、これは他の調査機関

の結果と照らし合わせても同様なものであった。 

 

（２）  また、当試験地の近隣に新植地が出現しても、基本的に新植地で食害を発生させる個体は、新

植地ができる以前からそこに行動圏を持っている場合に被害を及ぼす可能性が高く、以前からそ

の周辺の行動圏内にシカがいない場合は、被害を受けるリスクは少なくなると考える。 

 

（３）  効果的な捕獲手法の確立については、「首くくりわな」での捕獲は、器具の改良及び誘引に取

り組むものの、捕獲試験を行った箇所ではシカの捕獲ができなかった。 

 しかし、静岡県では「首くくりわな」を使用し、多くのシカ捕獲の実績があるため、地域別に

シカのわなに対する警戒等も考えることができることから、今後の地域にあった改良等を実施し

ていく必要があると考える。 

 

（４） 捕獲後の効果については、新植林地の被害を軽減させるためには、離れた地域のシカを捕獲する

よりも、当該新植地周辺の捕獲を行った方が効果的であると考える。 
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様式 1 

技 術 開 発 全 体 計 画 

四国森林管理局 

課  題
 
再造林地でのノウサギ食害対策について

 
開発期間

 
平成２９年度～令和３年度

 

開発箇所
 
局管内 

担当 

部署 

森林技術

・支援セ

ンター 

共同研究 

機  関 
 

技術開発 

目  標 
３

 

現状と 

問題点 

現在、当センターが設定している各試験地において、ノウサギによる植栽木の食害が、

シカ食害と混在して発生している状況が確認されたことから、各署（所）の状況を問い

合わせたところ、管内全署（所）において、ノウサギによる食害が発生していることが確

認され、このことに対し、職員へのノウサギ捕獲ワナの講習会やノウサギ防護を目的と

したネットの購入などを検討している署もあるという状況になっている。 

今後、主伐の拡大に伴い再造林地の増加が見込まれる中、シカ被害対策と併せて、現在

対策を実施していないノウサギの食害についても、必要に応じ植栽計画の段階から適切

な対策を講ずる必要がある。 

開発目的 
  植栽計画の段階から、適切なノウサギ食害対策を講ずることができるように、ノウサギ

の被害状況を把握し効果的な食害防止対策に繋がる手法を開発・検証する。  

開発方法 

１．既存情報の収集（文献により） 

これまでのノウサギ被害及び対策に関する情報収集・分析 

２．効果的な捕獲手法 

既知のくくり罠などのほか、新たな捕獲わなを開発し比較検証する。併せて捕獲効率

向上に資する諸条件(設置場所や誘因手法)を検証する。 

３．食害防護対策 

シカ・ウサギとも防護可能なネットの検証等。 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

年 度 別 

計  画 

及び経費 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成29年度 平成３０年度 平成31年度 令和2年度 

１．既存情報の収集・

分析（文献により） 

２．既知の捕獲わなで

の検証（くくりわな） 

３．新たな捕獲わな

の開発 

・新たに開発した

箱わなによる捕獲

試験 

４．シカ・ウサギ兼

用防護ﾈｯﾄの設置 

５．捕獲効率向上手

法の検証 

（誘引餌・捕獲手 

法、設置箇所） 

 

 

 

 

１．既存情報の収

集・分析（文献に

より） 

２．既知の捕獲わ

なでの検証（くく

りわな） 

３．新たな捕獲わ

なの開発 

・新たに開発し

た箱わなによる

捕獲試験 

４．シカ・ウサギ

兼用防護ﾈｯﾄの設

置 

５．捕獲効率向上

手法の検証 

（誘引餌・捕獲

手法、設置箇所

） 

 

1. 既知の捕獲わなで

の検証（くくりわ

な） 

2. 新たな捕獲わな

の開発 

・開発した箱わな

の検証 

・既知の箱わなに

よる捕獲試験、比

較検証 

・新たな箱罠の開

発 

3. シカ・ウサギ兼

用防護ﾈｯﾄの設置 

4. 捕獲効率向上手

法の検証 

（誘引餌・捕獲手 

法、設置箇所） 

 

1. 既知の捕獲わなで

の検証（くくりわ

な） 

2. 新たな捕獲わな

の開発 

・開発した箱わな

の検証 

・既知の箱わなに

よる捕獲試験、比

較検証 

・新たな箱罠の開

発 

3. シカ・ウサギ兼

用防護ﾈｯﾄの設置 

4. 捕獲効率向上手

法の検証 

（誘引餌・捕獲手

法、設置箇所） 

 

 

 

経費３００千円 
 

経費２００千円 

 

経費２００千円 

 

経費２００千円 
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令和3年度 

 

 

  

１． 各検証試験及

び試験結果の

取りまとめ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

技術開発

委員会に

おける意

見 
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様式 2 

技 術 開 発 実 施 報 告･計 画 

四国森林管理局 

課  題
 
再造林地でのノウサギ食害対策について

 
開発期間

 
平成２９年度～令和３年度

 

開発箇所
 
局管内       

担当 

部署 

森林技術

・支援セ

ンター 

共同研究 

機  関 
 技術開発 

目  標 
３ 

特定区域 

内  外 
○

 

開発目的 

植栽計画の段階から、適切なノウサギ食害対策を講ずることができるように、ノウサギ

による被害状況を把握し効果的な食害防止対策に繋がる手法を開発・検証する。 

年 度 別 実 施 経 過
 平成30年度実施報告 平成31年度 

実施計画 実施（予定等）内容 普及指導 

● 平成29年度 

1.  既存情報の収集・

分析（文献により） 

2. 既存わな（くくりわ

なによる捕獲検証 

3. 新たな捕獲わなの開

発・実証試験 

・新たに開発したわな

及び既知のわなによる

捕獲試験・比較検証（

実施中） 

５．捕獲効率向上手法

の検証（誘因餌・手

法、設置個所） 

 

1. 既存情報の収集・分析（文献により） 

2. 既存わな（くくりわな）による捕獲 

検証（ノウサギ 2 羽捕獲） 

3. 新たな捕獲わなの開発・実証試験 

・新たに開発した箱わなで捕獲試験

実施（ノウサギ2羽捕獲） 

５．捕獲効率向上手法の検証 

（誘引餌・手法、設置箇所） 

 

 1. 既 知 の 捕 獲 わ

なでの検証（く

くりわな） 

2. 新たな捕獲わ

なの開発 

・開発した箱わ

なの検証 

・既知の箱わな

による捕獲試験

、比較検証 

・新たな箱罠の

開発 

3. シカ・ウサギ

兼用防護ﾈｯﾄの

設置 

4. 捕獲効率向上

手法の検証 

（誘引餌・捕獲

手法、設置箇所

） 

 

技 術 開 発 委

員 会 に お け

る意見 
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別添 

1 

 

現在、ノウサギによる植栽木の食害が、シカ食害と混在

して発生している状況が各署（所）で確認されている。 

このことから、本課題は、植栽計画の段階から適切な対策

を講ずるため、ノウサギによる被害状況を把握し効果的な

食害防止対策に繋がる手法の開発・検証を実施することと

した。 
 

 

 

1. 開発の方法 

（１） 既存情報の収集・分析（文献により） 

（２） 既知の捕獲わな「くくりわな」の検証 

（３） 新たな捕獲わなの開発 

① 新たな捕獲用箱わなを開発し捕獲試験の検証 

② 既知の箱わなによる捕獲試験を実施し、新たな捕獲用箱わなとの比較検証 

（４） 食害防護対策 

シカ・ウサギ兼用防護ネットの開発・検証 

（５） 捕獲効率向上の手法の検証（誘引餌、手法、設置箇所） 

 

2. 試験結果 

(１) 既存情報の収集（文献により） 

これまでのノウサギ被害及び対策に関する情報収集・分析 

(２) 既知の捕獲わな「くくりわな）検証 

① 概要（図 1） 

 一般に 20～21 番線ぐらいの細い針金を用い、これを 1m の長さに切り軽く焼いて光沢

を消し、原則、輪の直径 12 ㎝以内。締め付け防止金具（結び目でも良い）を装着する。

わなの設置位置は、輪の下辺が地上又は雪面 15cm（文献では、8～10cm）高さとなる

ようにし、これをノウサギの通路と直角になるように仕掛ける。 

 また、設置場所の選定は、ノウサギの糞等の痕跡の周囲にノウサギ通った道が無いか観察

しくくりわなを掛ける（相当の経験と知見が必要である。） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：近畿中国森林管理局森林技術・支援センター 

図 1 既設くくりわなのイメージ図 

写真 1 植栽後 1ヶ月 写真 2 植栽後 2ヶ月 
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別添 

2 

 

② 既知のくくりわな設置 

四万十町森ヶ内山国有林３０２６林班い小班 16 本、

い 1 小班 14 本に既存のくくりわな設置し、H30 年

6 月と 7 月にそれぞれ 1羽、計 2羽捕獲した（写真3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）新たな捕獲わなの開発 

① 新たな捕獲用箱わなの開発し捕獲試験の検証 

 ノウサギ捕獲用箱わな製作（写真 4）。 

 縦 40 ㎝（最大 71 ㎝）、横 35 ㎝、奥行き 51 ㎝、入口（高さ）27 ㎝ 

 鉄製のメッシュ、重量 4.8 ㎏ 

 制作費 18.000 円（税抜き） 

 四万十町森ヶ内 6 号谷林道へ設置（写真 5）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 箱わなを仕掛けるうえで留意した点 

 ノウサギの食害（採食）または、不採食切断の痕跡ある箇所 

 菜食痕跡にヘイキューブ等の誘因餌を捲きノウサギが食した箇所 

 自動撮影カメラを設置し、ノウサギが写っていた等 

  ノウサギ捕獲用箱わなの試験地及び捕獲数（H29 年 5 月～H31 年 4 月 表 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3 ノウサギの通路にくくりわな 

写真 4 ノウサギ捕獲用箱わな 写真 5 小松菜を餌に誘因中 

表 1  ノウサギ捕獲用箱わなによる捕獲数（写真 6） 
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別添 

3 

 

 

（3）捕獲効率向上の手法の検証（誘引餌、手法、設置箇所） 

① 誘引餌 

 ヘイキューブ：牧草（シカ誘引餌） 

 もぎたて：市販のドライフルーツ 

 野菜いっぱい：市販のドライベジタブル 

 くいしんぼ：市販のペット用ウサギ餌 

 野菜：小松菜 

    ② 実行結果 

 誘引餌別の誘引状況は現在調査中 

 捕獲できた箇所の餌は、 

 「ヘイキューブ」：森ヶ内５号・6 号谷林道（四万十

署） 

 「ヘイキューブ」と「くいしんぼ」の組み合わせ：桑

ノ川山（嶺北署） 

 「小松菜」：坂島林道（四万十署） 

 

 

3． まとめ 

（1） 開発したノウサギ捕獲用箱わなで捕獲したのは８羽にとどまった。また、設置した周囲には、

自動撮影カメラにノウサギが多く撮影されていたが、誘引餌や箱わなの中に侵入するノウサギ

は少なった。 

（2） 侵入（捕獲できない）しない原因と検証が十分でないことから、フィールドを拡大して、設

置場所及び誘引餌別の検証事業を進めるとともに、わなの構造的な改良も併せて実施する必要

がある。 

 

 

4． 今後の取り組み 

（1） 既知の箱わなでも低コストなものがあることから、開発した箱わなとのコスト・捕獲の比較

する必要がある。 

（2） 誘引餌については、現地の状況をより見て効果的な餌の探索をする。 

（3） ニホンジカ・ノウサギ兼用の「防護ネット柵」の試験検証を実施する。  

（4） ノウサギの行動圏の把握を行うため GPS の装着等を検討する。 

（5） 今後、捕獲方法等の試験検証のため開発期間を 2 年延長する。  

 

写真 6 箱わなによる 

ノウサギ捕獲 
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様式1 
技 術 開 発 全 体 計 画 

四国森林管理局 

課  題
 
シカの生体捕獲と低コスト造林について 開発期間

 
平成３０年度～令和４年度

 

開発箇所
 
嶺 北 森 林 管 理 署 

桑ノ川山5林班ろ

小班    

担当 

部署 

森林技術

・支援セン

ター 

共同研究 

機  関 
牧野植物園 

技術開発 

目  標 
3 

現状と 

問題点 

国有林で行われている職員によるシカの捕獲は、くくりわなや囲いわなにより実施している

が、捕獲後の止め刺しについては、電気を使った「電撃機」により感電死させているところ

であるが、止め刺しの行為はシカを絶命させる行為であることから、止め刺しを行う精神的

なストレスも伴っているとこである。 
一方、造林の低コスト化が現在、林政上の契緊の課題となっており、こうした中、シカの食

害を受けた草地は植生が再生されにくいという情報も仄聞されているところであり、このこ

とが下刈の省略につなげることができないか検討したい。 

開発目的 
捕獲したシカを止め刺しせず、シカの採食活動を通じて造林地の下刈を省略化するための

手法を開発する。 

開発方法 

① 捕獲したシカを簡便に運搬する方法を開発する。 

② 捕獲したシカを造林予定地に放獣し、造林地内の植生を採食させた後、下刈の必要性等に

ついて検証する。 

③ 既設のシカ防護ネットからの逃走（侵入）防止の検証 

年 度 別 

計  画 

及び経費 

平成３０年度 平成３１年度 平成3２～３４年度 

１．シカの生体捕獲と運搬 

シカを生体捕獲し、運搬す

る手法を開発 

 

２. シカの放獣 

  １のシカを造林地予定地

へと円滑に放獣する手法を

開発 

 

３．シカ防護ネットの改良（跳

び超え防止ロープ）の検証 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

１～３ 同左 

 

４．植生調査 

  シカを放獣する前後の植

生を調査し、適正な放獣期

間等の検証 

１～４ 同左 

 

５．下刈の必要性調査 

  放獣期間後、速やかに造

林し、下刈の必要性を検

証 

経費  千円 経費  千円 経費  千円 

技術開発

委員会に

おける意

見 
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様式 2 

技 術 開 発 実 施 報 告･計 画 

四国森林管理局 

課  題
 
シカの生体捕獲と低コスト造林について 開発期間

 
平成３０年度～令和４年度

 

開発箇所
 
嶺北森林管理署 

桑 ノ 川 山 5林 班

ろ小班    

担当 

部署 

森林技術

・支援セン

ター 

共同研究 

機  関 
牧野植物園 

技術開発 

目  標 
3 

開発目的 
捕獲したシカを止め刺しせず、シカの採食活動を通じて造林地の下刈を省略するため

の手法を開発する。 

年 度 別 実 施 経 過
 平成30年度実施報告 平成３１年度 

実施計画 実施内容 普及指導 

 1. 試験地の設置 

(1) 1.66ha 

① Aプロット 

② Bプロット 

(2) A・Bプロット間のシカ防護ネ

ットを設置 

(3) 水飲み場と隠れ家を設置 

2. シカ捕獲 

(1) 小型囲いわな設置 

① こじゃんと１号 

② 捕獲1頭（7月） 

捕獲・放獣後、すぐに絶命 

(2) 大型囲いわな設置 

① 直径７ｍ程度 

② シカ防護ネットを使用 

③ 捕獲1頭(10月) 

捕獲・放獣後、すぐに逃走 

(3) 捕獲・放獣道具の開発 

① 目隠し用黒い袋 

② 捕獲用の網 

③ 移動時に包む毛布 

(4) ビデオ撮影 

シカを捕獲から放獣の内容

をドローンとビデオ撮影 

３ 跳び越え防止ロープの設置 

 

 1. シカの生体捕獲と

運搬 

 逃走防止のための

シカ防護ネットの

強化（Aプロットに

サイズ：高さ２ｍ、

目合い5㎝を設置） 

 

2. 植生調査 

① 放獣前・後の植生調

査 

② 牧野植物園実施 

 

 

技 術 開 発 委

員 会 に お け

る意見 
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別添１ 

シカを生体捕獲することより、捕獲者の止め刺し行為からの精神的ストレスの解放及び生態捕獲

したシカを造林予定地内に放牧することより、下刈作業の省力化を検討する。 

 

 

 

 

 

 

１.開発目的 

  捕獲したシカを止め刺しせず、シカの採食活動を通じて造林地の下刈を省略化するための手法

を開発する。 

 

２．試験方法 

（1） 捕獲したシカを簡便に運搬する方法を開発する。 

（２）捕獲したシカを造林予定地に放獣し、造林地内の植生を採食させた後、下刈の必要性等に

ついて検証する。 

（3）既設のシカ防護ネットからの逃走（侵入）防止の検証 

 

 

３．30 年度実行結果 

（１） 試験地設定 

① 高知県長岡郡本山町桑ノ川山（嶺北署管内） 

② 標高：８５０ｍ（冬期間は積雪が多い箇所） 

③ 試験区：1.66ｈa を A、B プロットに分割（写真１） 

④ A・B プロット間のシカ防護ネットを設置・・・（15 ㎝の目合い） 

⑤ 水飲み場と隠れ家を設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳島県のシカ牧場では、金網で囲われた中に２頭のメスジカが放牧され、柵内の走り回ると土煙が

上がるほど裸地しており、残った植生はシカの忌避植物しか生えていなかった。 

写真 1 試験地 
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（２）シカ捕獲 

① 小型囲いわな設置・・・７月９日から 

 捕獲：7 月 24 日 メス 1 頭 体重約 7kg（写真２、３） 

 放獣後すぐに絶命 

    

 

② 大型囲いわな設置・・・７月９日から 

 捕獲：10 月 29 日 メス約 15 キロ（写真 4、5） 

 放獣後、ネットの裂け目から逃走（写真６） 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真 6 逃走した箇所思われる箇所 

写真 ２ シカの脚をくくっている 写真 ３ 毛布で包んで試験地内へ 

写真 ４ 囲い罠のネットにかかったシカ 写真 ５ 試験地から逃げようとするシカ 
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（３）捕獲・放獣道具の開発 

① 目隠し用黒い袋（写真 7） 

② 捕獲用の網（写真８） 

③ 移動時に包む毛布（写真９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （4）跳び越え防止ロープの設置 

   ６月１８日設置（写真 1 写真 10） 

 

 

 

写真 7 目隠し用の黒い布 写真 8 捕獲用の網（３ｍ×３ｍ） 

写真 9 移動時に包む毛布 

写真 10 跳び超え防止ロープ 
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4．まとめ 

 （1）シカの生態捕獲は、５ヶ月間実施したが、捕獲できたのは 2 頭のみ。 

（２）小型囲いわなで捕獲したシカは、檻内で暴れ周り、怪我が発生しするともに体力の消耗が

著しく、さらに、捕獲に時間を要したため、放獣後すぐに絶命した。 

また、大型囲いわなで捕獲したシカは、怪我も少なく捕獲することができ、放獣すること

できたが、シカ防護ネットを破り逃走された。 

（3）生態捕獲することで止め刺し行為がなく、捕獲者の精神的ストレスの軽減につながった。 

 

 

5．今後の取り組み 

    捕獲方法は大型囲いわなを使用することで、確実に放獣できることから、捕獲は大型囲い

わなを使用する。 

    なお、生体捕獲されたシカを造林予定地内へ放獣したら、周囲の防護ネットの外に逃げよ

うと行為として、再々防護ネットに体当たりをする様子が確認できたともに、小さな穴（切

れ目）から逃走されたことから、防護ネットの強化を放獣前に実施する予定（6 月中）。 

    H30 年度は 7 月からの試験開始となったことから、放獣前の造林予定地の植生調査はで

きなかったため、平成 31 年度は事前に牧野植物園の協力の下、植生調査を実施する予定（6

月）。  

-62-



 

様式 1 

技 術 開 発 全 体 計 画 

四国森林管理局 

課 題 各種試験調査 開発期間  

開発箇所 各試験地 
担当 
部署 

森林
技術
セン
ター 

共同研究 
機  関 

 
技術開発 
目  標 

 
特定区域 
内  外 

 

開発目的 各調査データの収集､整備 

開発方法  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年 度 別 
計  画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 10 年度～平成 11 年度 平成 12 年度 平成 13 年度 

1.間伐指標林の設定 
2.保護林の後続樹育成方法の

研究 
3.次代検定林調査 
4.保育作業の省力化(無下刈に

よる森林管理育成技術の研
究)(完了) 

5.ニホンキバチの生息及び被
害状況等の調査研究(完了) 

6.スギ・ヒノキ精英樹苗木と一
般苗木との成長比較試験 

7.耐陰性スギ・ヒノキによる複
層林の造成 

8.各種資料等の収集・整備 

1.保護林の後続樹育成方法
の研究 

2.スギ・ヒノキ精英樹苗木と
一般苗木との成長比較試
験 

3.耐陰性スギ・ヒノキによる
複層林の造成 2.水土保全
林(水源かん養タイプ)に
おける天然更新方法の開
発 

4. 水土保全林(水源かん養
タイプ)における天然更新
方法の開発 

5.ササ生地における更新方
法の開発 

 
【完了課題フォローアップ】 
1.保育作業の省力化 

(ススダケの刈払い時期別
の再生調査) 

 

1.間伐指標林の設定 
2.保護林の後続樹育成方法の

研究 
3.スギ・ヒノキ精英樹苗木と

一般苗木との成長比較試験 
4.耐陰性スギ・ヒノキによる

複層林の造成 3.水土保全
林(水源かん養タイプ)にお
ける天然更新方法の開発 

5. 水土保全林(水源かん養タ
イプ)における天然更新方
法の開発 

6.ササ生地における更新方法
の開発 

 
【完了課題フォローアップ】 
1.保育作業の省力化 

(ススダケの刈払い時期別
の再生調査) 

 

平成 14 年度 平成１5 年度 平成 16 年度 

1.間伐指標林の設定 
2.スギ・ヒノキ精英樹苗木と一

般苗木との成長比較試験 
3.耐陰性スギ・ヒノキによる複

層林の造成 
4.水土保全林(水源かん養タイ

プ)における天然更新方法の
開発 

5.ササ生地における更新方法
の開発 

6.盤台周辺の枝条処理方法の
確立 

7.立木密度の変化による林床
植生等への影響調査 

8.シカ被害防止対策 
9.天然林伐採跡地の更新方法

の開発 
10.低コストを目指した効率

的な作業道の作設技術の確
立(完了) 

1.スギ・ヒノキ精英樹苗木と
一般苗木との成長比較試
験 

2.耐陰性スギ・ヒノキによる
複層林の造成 

3.水土保全林(水源かん養タ
イプ)における天然更新方
法の開発 

4.ササ生地における更新方
法の開発 

5.盤台周辺の枝条処理方法
の確立 

6.立木密度の変化による林
床植生等への影響調査 

7.シカ被害防止対策(完了) 
8.天然林伐採跡地の更新方

法の開発 
9.小面積皆伐跡地における

天然更新後の保育作業の
検討 

1.スギ・ヒノキ精英樹苗木と
一般苗木との成長比較試験 

2.耐陰性スギ・ヒノキによる
複層林の造成 

3.人工造林による広葉樹林施
業法(完了) 

4.水土保全林(水源かん養タ
イプ)における天然更新方
法の開発 

5.ササ生地における更新方法
の開発 

6.盤台周辺の枝条処理方法の
確立(完了) 

7.立木密度の変化による林床
植生等への影響調査 

8.シカ被害防止対策(完了) 
9.天然林伐採跡地の更新方法

の開発 
10.小面積皆伐跡地におけ

る天然更新後の保育作業
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年 度 別 
計  画 

11.獣害発生地域における更
新方法等の研究(完了) 
 

10.複層林における上木の
伐採・搬出方法の確立 

11.シカ被害地の早期成林
方法の検討 

12.高密度作業路の効率的
な作設技術の確立 

の検討 
11.複層林における上木の

伐採・搬出方法の確立(完
了) 

12.シカ被害地の早期成林
方法の検討 

13.高密度作業路の効率的
な作設技術の確立(完了) 

12.針広混交林に誘導する
ための渓畔林施業管理技
術の確立 

13.長期育成循環施業に資
する作業路作設手法の確
立 

14.天然林におけるスギ天
然更新技術の確立 

15.人工造林における広葉
樹林施業法(完了) 

平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 

1.スギ・ヒノキ精英樹苗木と一
般苗木との成長比較試験 

2.耐陰性スギ・ヒノキによる複
層林の造成 

3.水土保全林(水源かん養タイ
プ)における天然更新方法の
開発(完了) 

4.ササ生地における更新方法
の開発(完了) 

5.立木密度の変化による林床
植生等への影響調査 

6.天然林伐採跡地の更新方法
の開発 

7.小面積皆伐跡地における天
然更新後の保育作業の検
討 

8.シカ被害地の早期成林方法
の検討 

9.針広混交林に誘導するため
の渓畔林施業管理技術の
確立 

10.長期育成循環施業に資す
る作業路作設手法の確立 

11.天然林におけるスギ天然
更新技術の確立 

12.伐採方法別によるカメラ
付きケーブルグラップル
集材の実用化 

 

1.スギ・ヒノキ精英樹苗木と
一般苗木との成長比較試
験(完了) 

2.耐陰性スギ・ヒノキによる
複層林の造成(完了) 

3.立木密度の変化による林
床植生等への影響調査 

4.天然林伐採跡地の更新方
法の開発(完了) 

5.小面積皆伐跡地における
天然更新後の保育作業の
検討 

6.シカ被害地の早期成林方
法の検討(完了) 

7.針広混交林に誘導するた
めの渓畔林施業管理技術
の確立 

8.長期育成循環施業に資す
る作業路作設手法の確立 

9.天然林におけるスギ天然
更新技術の確立 

10.伐採方法別によるカメ
ラ付きケーブルグラップ
ル集材の実用化 

11.ヒノキ天然下種更新によ
る複層林の造成(完了) 

12.人工一斉林の複層林への
誘導を図る作業方法の確
立(完了) 

13.保育作業の省力化による
森林育成技術の確立 
(11 年度完了の無下刈試験
地を活用) 

14.地球温暖化傾向に伴う水
土保全林の成長促進効果
の検証作業について 

1.立木密度の変化による林床
植生等への影響調査 

2.小面積皆伐跡地における
天然更新後の保育作業の
検討 

3.針広混交林に誘導するた
めの渓畔林施業管理技術
の確立 

4.長期育成循環施業に資す
る作業路作設手法の確立 

5.天然林におけるスギ天然
更新技術の確立 

6.伐採方法別によるカメラ
付きケーブルグラップル
集材の実用化(完了) 

7.保育作業の省力化による森
林育成技術の確立 

8.地球温暖化傾向に伴う水土
保全林の成長促進効果の検
証作業について 

9.ヒノキ天然更新地の更新技
術の確立 

10.天然林(森林空間利用タイ
プ)におけるモミ・ツガ等の
天然更新技術の確立 

 
【完了課題フォローアップ】 
1.人工一斉林の複層林への誘

導を図る作業方法の確立
(18 年度完了：継続調査) 

2.スギ・ヒノキ精英樹苗木と
一般苗木との成長比較試験
(18 年度完了：継続調査) 

3.ヒノキ天然下種更新による
複層林の造成(18 年度完了
：継続調査) 
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年 度 別 
計  画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

1.立木密度の変化による林床
植生等への影響調査 

2.小面積皆伐跡地における天
然更新後の保育作業の検討 

3.針広混交林に誘導するため
の渓畔林施業管理技術の
確立 

4.長期育成循環施業に資する
作業路作設手法の確立 

5.天然林におけるスギ天然更
新技術の確立 

6.保育作業の省力化による森
林育成技術の確立 

7.地球温暖化傾向に伴う水土
保全林の成長促進効果の検
証作業について(完了) 

8.ヒノキ天然更新地の更新技
術の確立 

9.天然林(森林空間利用タイ
プ)におけるモミ・ツガ等の
天然更新技術の確立 

10.皆伐跡地における針広混
交林化への更新技術の確立 

 
【完了課題フォローアップ】 
1.天然林伐採跡地の更新方法

開発(18 年度完了：継続調
査) 

2.人工一斉林の複層林への誘
導を図る作業方法の確立
(18 年度完了：継続調査) 

3.ヒノキ天然下種更新による
複層林の造成(18 年度完了
：継続調査) 

4.スギ・ヒノキの精英樹苗木と
一般苗木との成長比較試験
(18 年度完了：継続調査) 

5.耐陰性スギ・ヒノキによる複
層林の造成(18 年度完了：
継続調査) 

 
【自主課題】 
1.生分解性防草シートによる

保育作業の省力化 
2.ヒノキ挿木苗による疎植施

業の成長調査試験 

1.立木密度の変化による林
床植生等への影響調査 

2.小面積皆伐跡地における
天然更新後の保育作業の
検討 

3.針広混交林に誘導するた
めの渓畔林施業管理技術
の確立 

4.長期育成循環施業に資す
る作業路作設手法の確立 

5.天然林におけるスギ天然
更新技術の確立 

6.保育作業の省力化による
森林育成技術の確立 

7.ヒノキ天然更新地の更新
技術の確立 

8.天然林(森林空間利用タイ
プ)におけるモミ・ツガ等の
天然更新技術の確立(完了) 

9.皆伐跡地における針広混
交林化への更新技術の確
立 

 
【完了課題フォローアップ】 
1.人工一斉林の複層林への

誘導を図る作業方法の確
立(18 年度完了：継続調
査) 

2.ヒノキ天然下種更新によ
る複層林の造成(18 年度
完了：継続調査) 

3.スギ・ヒノキの精英樹苗木
と一般苗木との成長比較
試験(18 年度完了：継続調
査) 

4.耐陰性スギ・ヒノキによる
複層林の造成(18 年度完
了：継続調査) 

 
【自主課題】 
1.生分解性防草シートによ

る保育作業の省力化 
2.スギ・ヒノキ挿木苗による

疎植施業の成長調査試験 
3.植栽木本数別試験 
4.下刈作業の省力化試験 
5.保護チューブを利用した

シカ被害木の回復効果試
験 

6.疎植施業による成長促進
効果の検証試験 
 
 
 

1.立木密度の変化による林床
植生等への影響調査 

2.小面積皆伐跡地における
天然更新後の保育作業の
検討(完了) 

3.針広混交林に誘導するた
めの渓畔林施業管理技術
の確立(完了) 

4.長期育成循環施業に資す
る作業路作設手法の確立
(完了) 

5.天然林におけるスギ天然
更新技術の確立 

6.保育作業の省力化による森
林育成技術の確立 

7.ヒノキ天然更新地の更新技
術の確立 

8.皆伐跡地における針広混交
林化への更新技術の確立
(完了) 

9.ニホンジカ囲いわなに関す
る研究 

 
【完了課題フォローアップ】 
1.天然林伐採跡地の更新方法

開発(18 年度完了：継続調
査) 

2.人工一斉林の複層林への誘
導を図る作業方法の確立
(18 年度完了：継続調査) 

3.ヒノキ天然下種更新による
複層林の造成(18 年度完了
：継続調査) 

 
【自主課題】 
1.スギ・ヒノキ挿木苗による

疎植施業の成長調査試験 
2.生分解性防草シートによる

保育作業の省力化(完了) 
3.植栽木本数別試験 
4.下刈作業の省力化試験 
5.保護チューブを利用したシ

カ被害木の回復効果試験 
6.疎植施業による成長促進効

果の検証試験 
7.天然林(森林空間利用タイ

プ)におけるモミ・ツガ等の
天然更新技術の確立(21 年
度完了課題) 

8.基幹歩道の作設技術の確立 
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年 度 別 
計  画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

1.立木密度の変化による林床
植生等への影響調査(完了) 

2.天然林におけるスギ天然更
新技術の確立 

3.保育作業の省力化による森
林育成技術の確立 

4.ヒノキ天然更新地の更新技
術の確立 

5.ニホンジカ囲いわなに関す
る研究(完了) 

6.かかり木の処理器具の改良
及び伐採方法の検討 

 
【完了課題フォローアップ】 
1.人工一斉林の複層林への誘

導を図る作業方法の確立
(18 年度完了：継続調査) 

2.スギ・ヒノキの精英樹苗木と
一般苗木との成長比較試験
(18 年度完了：継続調査) 

3.耐陰性スギ・ヒノキによる複
層林の造成(18 年度完了：
継続調査) 

 
【自主課題】 
1.皆伐跡地における針広混交

林化への更新技術の確立
(22 年度完了課題) 

2.天然林(森林空間利用タイ
プ)におけるモミ・ツガ等の
天然更新技術の確立(21 年
度完了課題) 

3.スギ・ヒノキ挿木苗による疎
植施業の成長調査試験 

4.植栽木本数別試験 
5.下刈作業の省力化試験 
6.疎植施業による成長促進効

果の検証試験 
7.植栽方法別の低コスト造林

試験 
8.保護チューブの製品比較試

験 
9.箱ワナによるシカ捕獲試験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.天然林におけるスギ天然
更新技術の確立 

2.保育作業の省力化による
森林育成技術の確立 

3.ヒノキ天然更新地の更新
技術の確立 

4.かかり木の処理器具の改
良及び伐採方法の検討 

5.囲いわなによる効率的な
シカ捕獲試験(新規) 

 
【完了課題フォローアップ】 
1.人工一斉林の複層林への

誘導を図る作業方法の確
立(18 年度完了：経過観
察) 

2.スギ・ヒノキの精英樹苗木
と一般苗木との成長比較
試験(18 年度完了：経過観
察) 

3.耐陰性スギ・ヒノキによる
複層林の造成(18 年度完
了：経過観察) 

4.小面積皆伐跡地における
天然更新後の保育作業の
検討(22 年度完了：経過
観察) 

 
【自主課題】 
1 立木密度の変化による林

床植生等への影響調査
(23 年度完了課題) 

2. ニホンジカ囲いわなに関
する研究(23 年度完了課
題) 

3.皆伐跡地における針広混
交林化への更新技術の確
立(22 年度完了課題) 

4.天然林(森林空間利用タイ
プ)におけるモミ・ツガ等
の天然更新技術の確立
(21 年度完了課題) 

5.スギ・ヒノキ挿木苗による
疎植施業の成長調査試験 

6.植栽木本数別試験 
7.下刈作業の省力化試験 
8.疎植施業による成長促進

効果の検証試験 
9.植栽方法別の低コスト造

林試験 
10.保護チューブの製品比較

試験 
 
 
 
 
 
 

1.天然林におけるスギ天然
更新技術の確立 

2.保育作業の省力化による森
林育成技術の確立 

3.ヒノキ天然更新地の更新技
術の確立 

4.囲いわなによる効率的な
シカ捕獲試験 

5．下刈省力化によるシカ食
害低減効果の検証(新規) 

 
【完了課題フォローアップ】 
1.人工一斉林の複層林への誘

導を図る作業方法の確立
(18 年度完了：経過観察) 

2.スギ・ヒノキの精英樹苗木
と一般苗木との成長比較試
験(18 年度完了：経過観察) 

3.耐陰性スギ・ヒノキによる
複層林の造成(18 年度完了
：経過観察) 

4.小面積皆伐跡地における
天然更新後の保育作業の
検討(22 年度完了：経過観
察) 

 
【自主課題】 
1. 立木密度の変化による林床

植生等への影響調査(23 年
度完了課題) 

2. ニホンジカ囲いわなに関す
る研究(23 年度完了課題) 

3. 皆伐跡地における針広混交
林化への更新技術の確立
(22 年度完了課題) 

4.天然林(森林空間利用タイ
プ)におけるモミ・ツガ等の
天然更新技術の確立(21 年
度完了課題) 

5.スギ・ヒノキ挿木苗による
疎植施業の成長調査試験 

6.植栽木本数別試験 
7.下刈作業の省力化試験 
8.疎植施業による成長促進効

果の検証試験 
9.植栽方法別の低コスト造林

試験 
10.保護チューブの製品比較

試験 
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年 度 別 
計  画 

 
平成 2６年度 

                 

 
平成 27 年度 

 

 
平成 28 年度 

 
 
1.保育作業の省力化による森

林育成技術の確立 
2.囲いわなによる効率的なシ

カ捕獲試験 
3.下刈省力化によるシカ食害

低減効果の検証 
4.エリートツリー植栽による

下刈省力化試験及びシカ食
害防止クリップ効果の検証
(新規) 

 
【完了課題フォローアップ】 
1.人工一斉林の複層林への誘

導を図る作業方法の確立
(18 年度完了：経過観察) 

2.スギ・ヒノキの精英樹苗木と
一般苗木との成長比較試験
(18 年度完了：経過観察) 

3.耐陰性スギ・ヒノキによる複
層林の造成(18 年度完了：
経過観察) 

4.小面積皆伐跡地における天
然更新後の保育作業の検討
(22 年度完了：経過観察) 

5.立木密度の変化による林床
植生等への影響調査(23 年
度完了課題：経過観察) 

6.天然林におけるスギ天然更
新技術の確立(25 年度完了
：経過観察) 

7.ヒノキ天然更新地の更新技
術の確立(25 年度完了：経
過観察) 

8.皆伐跡地における針広混交
林化への更新技術の確立
(22 年度完了課題：経過観
察) 

 
 
【自主課題】 
1.天然林(森林空間利用タイ

プ)におけるモミ・ツガ等の
天然更新技術の確立(21 年
度完了課題) 

2.スギ・ヒノキ挿木苗による
疎植施業の成長調査試験 

3.植栽木本数別試験 
4.下刈作業の省力化試験 
5.疎植施業による成長促進効

果の検証試験 
6.植栽方法別の低コスト造林

試験 
7.保護チューブの製品比較試

験 

 
1.保育作業の省力化による

森林育成技術の確立 
2. 下刈省力化によるシカ

食害低減効果の検証 
3. エリートツリー植栽に

よる下刈省力化試験及び
シカ食害防止クリップ効
果の検証 

4.小型囲いわなによるシカ
誘引・捕獲の向上と普及
の推進（新規課題） 

5.竹を利用したシカ害対策
について（新規課題） 

 
 
【完了課題フォローアップ】 
1.立木密度の変化による林

床植生等への影響調査
(23 年度完了課題：経過観
察) 

2.天然林におけるスギ天然
更新技術の確立(25 年度
完了：経過観察) 

3.ヒノキ天然更新地の更新
技術の確立(25 年度完了
：経過観察) 

4.皆伐跡地における針広混
交林化への更新技術の確
立(22 年度完了：経過観
察) 

5.天然林(森林空間利用タイ
プ)におけるモミ・ツガ等
の天然更新技術の確立
(21 年度完了：経過観察) 

 
 
【自主課題】 
1.スギ・ヒノキ挿木苗による

疎植施業の成長調査試験 
2.植栽木本数別試験 
3.疎植施業による成長促進

効果の検証試験 
4.植栽方法別の低コスト造

林試験 
5.モウソウチク林整備の一

考察について 
 
 

 
1.保育作業の省力化による森

林育成技術の確立 
2. 下刈省力化によるシカ食

害低減効果の検証 
3. エリートツリー植栽によ

る下刈省力化試験及びシ
カ食害防止クリップ効果
の検証 

4.小型囲いわなによるシカ
誘引・捕獲の向上と普及の
推進 

5.竹を利用したシカ害対策
について 

6.再造林地でのシカ削減効
果など被害防護対策を軽
減できる条件の検証（新規
課題） 

 
 
【完了課題フォローアップ】 
1.天然林におけるスギ天然

更新技術の確立(25 年度
完了：経過観察) 

２.ヒノキ天然更新地の更新
技術の確立(25 年度完了
：経過観察) 

３.皆伐跡地における針広混
交林化への更新技術の確立
(22 年度完了：経過観察) 

４.天然林(森林空間利用タイ
プ)におけるモミ・ツガ等の
天然更新技術の確立(21 年
度完了：経過観察) 

 
 
【自主課題】 
1.スギ・ヒノキ挿木苗による

疎植施業の成長調査試験 
2.植栽木本数別試験 
3.疎植施業による成長促進効

果の検証試験 
4.植栽方法別の低コスト造林

試験 
5.モウソウチク林整備の一考

察について 
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年 度 別 
計  画   

 
平成 29 年度 

 

 
平成 30 年度 

 

 
平成 3１年度 

 
 
1.保育作業の省力化による森

林育成技術の確立 
2.エリートツリー植栽による

下刈省力化試験及びシカ食
害防止クリップ効果の検証 

3. 竹を利用したシカ害対策
について 

4.再造林地での効果的なシカ
の捕獲手法と捕獲後の影
響及び捕獲効果の検証（改
題） 

5 再造林地でのノウサギ食害
対策について（新規課題） 

 
 
【完了課題フォローアップ】 
1.天然林におけるスギ天然更

新技術の確立(25 年度完了
：経過観察) 

２.ヒノキ天然更新地の更新技
術の確立(25 年度完了：経
過観察) 

３.皆伐跡地における針広混交
林化への更新技術の確立
(22 年度完了：経過観察) 

 
【自主課題】 
1.スギ・ヒノキ挿木苗による疎

植施業の成長調査試験 
2.植栽木本数別試験 
3.疎植施業による成長促進効

果の検証試験 
4.植栽方法別の低コスト造林

試験 
5.モウソウチク林整備の一考

察について 
6.下刈り省略化によるシカ食

害低減効果の検証（２８年
度完了:経過観察） 

 
1.保育作業の省力化による

森林育成技術の確立 
2.エリートツリー植栽によ

る下刈省力化試験 
3. 竹を利用したシカ害対

策について 
4.再造林地での効果的なシ

カの捕獲手法と捕獲後の
影響及び捕獲効果の検証 

5 再造林地でのノウサギ食
害対策について 

 
 
【完了課題フォローアップ】 
1.天然林におけるスギ天然

更新技術の確立(25 年度
完了：経過観察) 

２.ヒノキ天然更新地の更新
技術の確立(25 年度完了
：経過観察) 

３.皆伐跡地における針広混
交林化への更新技術の確
立(22 年度完了：経過観
察) 

 
【自主課題】 
1.スギ・ヒノキ挿木苗による

疎植施業の成長調査試験 
2.植栽木本数別試験 
3.疎植施業による成長促進

効果の検証試験 
4.植栽方法別の低コスト造

林試験 
5.下刈作業省力化試験 
 
 

 
1.保育作業の省力化による森

林育成技術の確立 
2.エリートツリー植栽によ

る下刈省力化試験 
3. 竹を利用したシカ害対策

について 
4.再造林地での効果的なシ

カの捕獲手法と捕獲後の
影響及び捕獲効果の検証 

5 再造林地でのノウサギ食
害対策について 

６シカの生態捕獲と低コス
ト造林について 

 
 
【完了課題フォローアップ】 
1.天然林におけるスギ天然

更新技術の確立(25 年度
完了：経過観察) 

２.ヒノキ天然更新地の更新
技術の確立(25 年度完了
：経過観察) 

３.皆伐跡地における針広混
交林化への更新技術の確立
(22 年度完了：経過観察) 

 
【自主課題】 
1.スギ・ヒノキ挿木苗による

疎植施業の成長調査試験 
2.植栽木本数別試験 
3.疎植施業による成長促進効

果の検証試験 
4.植栽方法別の低コスト造林

試験 
5.下刈作業省力化試験 
6.老齢化したウバメガシ林の

再生プロジェクト 
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様式 2 
技 術 開 発 実 施 報 告 

四国森林管理局 

課 題 各種試験調査 開発期間  

開発箇所 各試験地 
担当 
部署 

森林
技術
セン
ター 

共同研究 
機  関 

 
技術開発 
目  標 

 
特定区域 
内  外 

 

開発目的 各調査データの収集､整備 

年 度 別 実 施 経 過 

本課題については省略 
 
平成 10～11 年度 
1.間伐指標林の設定 
2.保護林の後継樹育成方法の研

究 
3.次代検定林調査 
4.各種資料等の収集・整備 
 
平成 12 年度 
1.保護林の後継樹育成方法の研

究 
(1)稚樹発生､消長調査プロット

の増設 
(2)相対照度調査 
(3)山引苗の生長調査 
(4)種子落下調査 
(5)採取種子によるポット苗の育

成 
 
【完了課題フォローアップ】 
1.保育作業の省力化 

(ススダケの刈払い時期別の再
生調査) 

2.保育作業の省力化(無下刈によ
る森林管理育成技術の研
究)(11 年度完了) 

①経過観察(針葉樹と広葉樹の競
合状況の観察) 

②標識類の再設置 
 
平成 13 年度 
1.保護林の後継樹育成方法の研

究調査 
 プロットが照度不足のため

稚樹が発生しても消長する。
また､山引き苗の植栽も食害
を受け苗木は棒状態となり
生育の見込みがないので本
調査は中止する 

 
【完了課題フォローアップ】 
1.保育作業の省力化 

(ススダケの刈払い時期別の再
生調査) 

平成８年度～11 年度の間､試験調
査を行い完了しているが再度試験
場所を変更して実行してきたが､時
期別刈払いが出来ず初期の目的を
達成することが困難になったこと
により再生調査は中止する 
2.保育作業の省力化(無下刈による

森林管理育成技術の研究) 
 経過観察(針葉樹と広葉樹の競

合状況の観察) 
 
平成 14 年度 
【完了課題フォローアップ】 
1.保育作業の省力化(無下刈による

森林管理育成技術の研究)(11 年
度完了課題) 
 経過観察(針葉樹と広葉樹の競

合状況の観察) 
無下刈区・下刈区ともにヒノキ
は順調に生育しているが､一部
無下刈区で雑木が抜きん出てい
る 

 
平成１5 年度 
【完了課題フォローアップ】 
1.保育作業の省力化(無下刈による

森林管理育成技術の研究)(11 年
度完了課題) 
 経過観察 
無下刈区・下刈区ともにヒノキは
順調に生育しているが､無下刈区
・下刈区ともに､根元付近がネズ
ミによる食害を受けている 

 
平成 16 年度 
【完了課題フォローアップ】 
1.保育作業の省力化(無下刈による

森林管理育成技術の研究) (11 年
度完了課題) 
 経過観察 

 
平成１７年度 
【完了課題フォローアップ】 

1.保育作業の省力化(無下刈によ 

る森林管理育成技術の研
究)(11 年度完了課題) 
 経過観察 
一部食害はあるが､全般に特
に問題はなく生育している。 

平成１８年度 
 
平成１９年度 
【完了課題フォローアップ】 
1.人工一斉林の複層林への誘

導を図る作業方法の確立
(18 年度完了課題) 

(1)群状：一部除伐実施 
(2)群状：成長調査 
2.スギ・ヒノキの精英樹苗木と

一般苗木との成長比較試験
(18 年度完了課題) 

(1)スギ精英樹の下刈 
(2)スギ精英樹の成長調査 
3.ヒノキ天然下種更新による

複層林の造成(18 年度完了
課題) 
 帯状箇所の一部刈払い 

 
平成 20 年度 
【完了課題フォローアップ】 
1.天然林伐採跡地の更新方法

の開発(18 年度完了課題) 
(1)プロット内刈払い 
(2)稚樹成立本数調査 
2.人工一斉林の複層林への誘

導を図る作業方法の確立
(18 年度完了課題) 

(1)群状：一部除伐実施 
(2)群状：成長調査 
3.ヒノキ天然下種更新による

複層林の造成(18 年度完了
課題) 

(1)帯状箇所の一部刈払い 
(2)稚樹成立本数調査プロット

設置・調査 
4.スギ・ヒノキの精英樹苗木と

一般苗木との成長比較試験
(18 年度完了課題) 

(1)スギ精英樹の下刈 
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年 度 別 実 施 経 過 

(2)スギ精英樹の成長調査 
5.耐陰性スギ・ヒノキによる複層

林の造成(18 年度完了課題) 
 スギ・ヒノキの成長調査 
 

【自主課題】 
1.生分解性防草シートによる保

育作業の省力化 
(1)四万十署・東川山､安芸署・須

川山試験地設定 
(2)プロット設置・植栽木成長調

査 
(3)シート分析 
2.ヒノキ挿木苗による疎植施業

の成長調査試験 
(1)四万十署・森ヶ内山試験地設

定 
(2)セラ挿木苗植栽・成長調査 
 
 
平成 21 年度 
【完了課題フォローアップ】 
1.人工一斉林の複層林への誘導

を図る作業方法の確立(18 年
度完了課題) 

(1)群状：一部除伐実施 
(2)群状：成長調査 
2.ヒノキ天然下種更新による複

層林の造成(18 年度完了課題) 
(1)帯状の一部刈払い 
(2)稚樹成立本数調査 
3.スギ・ヒノキの精英樹苗木と一

般苗木との成長比較試験(18
年度完了課題) 
 スギ・ヒノキの成長調査 

4.耐陰性スギ・ヒノキによる複層
林の造成(１８年度完了課題) 
 スギ・ヒノキの成長調査 

 
【自主課題】 
1.生分解性防草シートによる下

刈作業の省力化試験 
(1)植栽木成長調査 
(2)シート分析 
2.スギ・ヒノキ挿木苗による疎植

施業の成長調査試験 
(1)嶺北署・桐ノサコ山､立割不寒

冬山試験地設定 
(2)スギ・ヒノキセラ挿木苗植栽

・成長調査 
3.植栽木本数別試験 
(1)四万十署・松葉川山､嶺北署・

桐ノサコ山､立割不寒冬山試験
地設定 

(2)スギ・ヒノキプロット設置 
(3)植栽・成長調査 

4.下刈作業の省力化試験 
(1)安芸署・須川山試験地設定 
(2)プロット設置・成長調査 
(3)功程調査 
5.保護チューブを利用したシカ被

害木の回復効果試験 
(1)四万十署・森ヶ内山試験設定 
(2)プロット設置・成長回復調査 
6.疎植施業による成長促進効果の

検証試験 
(1)四万十署・松葉川山､嶺北署・桐

ノサコ山､立割不寒冬山試験地
設定 

(2)スギ・ヒノキプロット設置・成
長調査 

 
 
平成 22 年度 
【完了課題フォローアップ】 
1.天然林伐採跡地の更新方法開発

(18 年度完了課題) 
 稚樹成立本数調査(完了・撤収) 

2.人工一斉林の複層林への誘導を
図る作業方法の確立(18 年度完
了課題) 

(1)群状：成長調査 
(2)列状：除伐 
3.ヒノキ天然下種更新による複層

林の造成(18 年度完了課題) 
 稚樹成立本数調査(完了・撤収) 

 
【自主課題】 
1.スギ・ヒノキ挿木苗による疎植施

業の成長調査試験 
 スギ・ヒノキ成長調査 

2.生分解性防草シートによる下刈
作業の省力化試験 

(1)植栽木成長調査 
(2)シート分析 
(3)完了 
3.植栽本数別試験 

 スギ成長調査 
4.下刈作業省力化試験 
(1)スギ成長調査 
(2)下刈功程調査 
5.保護チューブを利用したシカ被

害木の回復効果試験 
(1)ヒノキ成長回復調査 
(2)完了 
6.疎植施業による成長促進効果の

検証試験 
 スギ・ヒノキ成長調査 

7.天然林(森林空間利用タイプ)に
おけるモミ・ツガ等の天然更新
技術の確立(21 年度完了課題) 

(1)稚樹成立本数調査 
(2)種子の豊凶調査 

8.基幹歩道の作設技術の確立 
(1)小型バックホウによる基幹

歩道の作設 
(2)嶺北署・椿山試験地設定 
(3)延長約 900m の歩道新設

及び既設歩道の拡幅の功程
調査 

(4)完了 
 
 
平成 23 年度 
【完了課題フォローアップ】 
1.人工一斉林の複層林への誘

導を図る作業方法の確立
(18 年度完了課題) 

(1)群状：成長調査 
(2)列状：成長調査 
2.スギ・ヒノキの精英樹苗木と

一般苗木との成長比較試験
(18 年度完了課題) 
 スギ・ヒノキ成長調査 

3.耐陰性スギ・ヒノキによる複
層林の造成(18 年度完了課
題) 
 スギ・ヒノキ成長調査 

 
【自主課題】 
1.皆伐跡地における針広混交

林化への更新技術の確立
(22 年度完了課題) 
 ヒノキ・広葉樹成長調査 

2.天然林(森林空間利用タイ
プ)におけるモミ・ツガ等の
天然更新技術の確立(21 年
度完了課題) 
 稚樹成立本数調査 

3.スギ・ヒノキ挿木苗による疎
植施業の成長調査試験 
 スギ・ヒノキ成長調査 

4.植栽木本数別試験 
(1)スギ・ヒノキ成長調査 
(2)下刈功程調査 
5.下刈作業の省力化試験 
(1)スギ成長調査 
(2)下刈功程調査 
6.疎植施業による成長促進効

果の検証試験 
 スギ・ヒノキ成長調査 

7.植栽方法別の低コスト造林
試験 
(1)プロット設置 
(2)植栽功程調査 
(3)スギ成長調査 
8.保護チューブの製品比較試
験 
(1)試験地設定 
(2)設置功程調査 
(3)スギ成長調査 
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9.箱ワナによるシカ捕獲試験 
(1)試験地設定 
(2)ワナ製作等 
(3)捕獲試験 
(4)24 年度新規課題に引き継ぐ 
 
平成 24 年度 
【完了課題フォローアップ】 
1.人工一斉林の複層林への誘導

を図る作業方法の確立(18 年
度完了課題) 
 経過観察 

2.スギ・ヒノキの精英樹苗木と一
般苗木との成長比較試験(18
年度完了課題) 
 経過観察 

3.耐陰性スギ・ヒノキによる複層
林の造成(18 年度完了課題) 
 経過観察 

4.小面積皆伐跡地における天然
更新後の保育作業の検討(22 年
度完了課題) 

 経過観察 
5.立木密度の変化による林床植
生等への影響調査(23 年度完了
課題) 

 経過観察 
【自主課題】 
1.立木密度の変化による林床植

生等への影響調査(23 年度完
了課題) 
 照度調査 

2.ニホンジカ囲いわなに関する
研究(23 年度完了課題) 

 大正・森ヶ内試験地(追加) 
 仁尾ヶ内試験地撤収 
 捕獲調査 

3.天然林(森林空間利用タイプ)に
おけるモミ・ツガ等の天然更新
技術の確立(21 年度完了課題) 
 稚樹成立本数調査 

4.スギ・ヒノキ挿木苗による疎植
施業の成長調査試験 
 スギ・ヒノキ成長調査 

5.植栽木本数別試験 
(1)スギ・ヒノキ成長調査 
(2)下刈功程調査 
6.下刈作業の省力化試験 
(1)スギ成長調査 
(2)下刈功程調査 
7.疎植施業による成長促進効果

の検証試験 
 スギ・ヒノキ成長調査 

8.植栽方法別の低コスト造林試
験 

 スギ成長調査 
9.保護チューブの製品比較試験 
(1)再設置 
(2)設置功程調査 
(3)スギ成長調査 

平成 2５年度 
【完了課題フォローアップ】 
1.人工一斉林の複層林への誘導を

図る作業方法の確立(18 年度完
了：経過観察) 

2.スギ・ヒノキの精英樹苗木と一般
苗木との成長比較試験(18 年度
完了：経過観察) 

3.耐陰性スギ・ヒノキによる複層林
の造成(18 年度完了：経過観察) 

4.小面積皆伐跡地における天然更
新後の保育作業の検討(22 年度
完了：経過観察) 

5.立木密度の変化による林床植生
等への影響調査(23 年度完了課題) 

 経過観察 
 
【自主課題】 
1.天然林(森林空間利用タイプ)に

おけるモミ・ツガ等の天然更新
技術の確立(21 年度完了課題) 
 稚樹成立本数調査 

2.スギ・ヒノキ挿木苗による疎植施
業の成長調査試験 
 スギ・ヒノキ成長調査 

3.植栽木本数別試験 
(1)スギ・ヒノキ成長調査 
(2)下刈功程調査 
4.下刈作業の省力化試験 
(1)スギ成長調査 
(2)下刈功程調査 
5.疎植施業による成長促進効果の

検証試験 
 スギ・ヒノキ成長調査 

6.植栽方法別の低コスト造林試験 
 スギ成長調査 

7.保護チューブの製品比較試験 
 スギ・ヒノキ成長調査 

 
平成 26 年度 
【完了課題フォローアップ】 
1.人工一斉林の複層林への誘導を

図る作業方法の確立(18 年度完
了：経過観察) 

2.スギ・ヒノキの精英樹苗木と一般
苗木との成長比較試験(18 年度
完了：経過観察) 

3.耐陰性スギ・ヒノキによる複層林
の造成(18 年度完了：経過観察) 

4.小面積皆伐跡地における天然更
新後の保育作業の検討(22 年度
完了：経過観察) 

5.立木密度の変化による林床植生
等への影響調査(23 年度完了：
経過観察) 

6.天然林におけるスギ天然更新技
術の確立(25 年度完了：経過観
察) 

7.ヒノキ天然更新地の更新技術の 
 

確立(25 年度完了：経過観
察) 

8.皆伐跡地における針広混交
林化への更新技術の確立
(22 年度完了課題：経過観
察) 

 
【自主課題】 
1.天然林(森林空間利用タイ

プ)におけるモミ・ツガ等の
天然更新技術の確立(21 年
度完了課題) 
 稚樹成立本数調査 

2.スギ・ヒノキ挿木苗による疎
植施業の成長調査試験 
 スギ・ヒノキ成長調査 

3.植栽木本数別試験 
(1)スギ・ヒノキ成長調査 
(2)下刈功程調査 
4.下刈作業の省力化試験 
(1)スギ成長調査 
(2)下刈功程調査 
5.疎植施業による成長促進効

果の検証試験 
 スギ・ヒノキ成長調査 

6.植栽方法別の低コスト造林
試験 

 スギ成長調査 
7.保護チューブの製品比較試
験 
スギ・ヒノキ成長調査 
 
平成 27 年度 
【完了課題フォローアップ】 
1.立木密度の変化による林床

植生等への影響調査(23 年
度完了課題：経過観察) 

2.天然林におけるスギ天然更
新技術の確立(25 年度完了
：経過観察) 

3.ヒノキ天然更新地の更新技
術の確立(25 年度完了：経
過観察) 

4.皆伐跡地における針広混交
林化への更新技術の確立
(22 年度完了：経過観察) 

【自主課題】 
1.スギ・ヒノキ挿木苗による
疎植施業の成長調査試験 

 経過観察 
2.植栽木本数別試験 
(1)スギ・ヒノキ成長調査 
(2)下刈功程調査 
3.下刈作業の省力化試験 
(1)スギ成長調査 
(2)下刈功程調査 
4.疎植施業による成長促進効
果の検証試験 

 経過観察 
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5.植栽方法別の低コスト造林試
験 

 スギ成長調査 
6.モウソウチク林整備の一考察
について 

 枯損状況等調査 
 
平成 28 年度 
【完了課題フォローアップ】 
1.立木密度の変化による林床植

生等への影響調査(23 年度完
了課題：経過観察) 

2.天然林におけるスギ天然更新
技術の確立(25 年度完了：経
過観察) 

3.ヒノキ天然更新地の更新技術
の確立(25 年度完了：経過観
察) 

4.皆伐跡地における針広混交林
化への更新技術の確立(22 年
度完了：経過観察) 

 
【自主課題】 
1.スギ・ヒノキ挿木苗による疎
植施業の成長調査試験 

 経過観察 
2.植栽木本数別試験 
(1)スギ・ヒノキ成長調査 
(2)下刈功程調査 
3.下刈作業の省力化試験 
(1)スギ成長調査 
(2)下刈功程調査 
4.疎植施業による成長促進効果
の検証試験 

 経過観察 
5.植栽方法別の低コスト造林試
験 

 スギ成長調査 
6.モウソウチク林整備の一考察
について 

 枯損状況等調査 
 
平成 29 年度 
【完了課題フォローアップ】 
1.立木密度の変化による林床植

生等への影響調査(23 年度完
了課題：経過観察) 

2.天然林におけるスギ天然更新
技術の確立(25 年度完了：経
過観察) 

3.ヒノキ天然更新地の更新技術
の確立(25 年度完了：経過観
察) 

4.皆伐跡地における針広混交林
化への更新技術の確立(22 年
度完了：経過観察) 

 

【自主課題】 
1.スギ・ヒノキ挿木苗による疎植
施業の成長調査試験 

 経過観察 
2.植栽木本数別試験 
(1)スギ・ヒノキ成長調査 
(2)下刈功程調査 
3.下刈作業の省力化試験 
(1)スギ成長調査 
(2)下刈功程調査 
4.疎植施業による成長促進効果
の検証試験 

 経過観察 
5.植栽方法別の低コスト造林試
験 
スギ成長調査 
 
平成 30 年度 
【完了課題フォローアップ】 
1.立木密度の変化による林床植

生等への影響調査(23 年度完
了課題：経過観察) 

2.天然林におけるスギ天然更新
技術の確立(25 年度完了：経過
観察) 

3.ヒノキ天然更新地の更新技術
の確立(25 年度完了：経過観察) 

4.皆伐跡地における針広混交林
化への更新技術の確立(22 年
度完了：経過観察) 

 
【自主課題】 
1.スギ・ヒノキ挿木苗による疎植
施業の成長調査試験 

 経過観察 
2.植栽木本数別試験 
(1)スギ・ヒノキ成長調査 
(2)下刈功程調査 
3.下刈作業の省力化試験 
(1)スギ成長調査 
(2)下刈功程調査 
4.疎植施業による成長促進効果
の検証試験 

 経過観察 
5.植栽方法別の低コスト造林試
験 

 スギ成長調査 
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様式 1 

技 術 開 発 全 体 計 画 

四国森林管理局 

課  題 指導管理 開 発 期 間  

開発箇所 各試験地 
担当 
部署 

森林
技術
セン
ター 

共同研究 
機  関 

 
技術開発 
目  標 

 
特定区域 
内  外 

 

開発目的 
毎年度、適切な技術開発の推進を図るため、現地実態調査、現地指導、普及資料等の印

刷発行を行う 

開発方法  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年 度 別 
計  画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 

1.技術開発現地指導 
2.技術開発実施報告書、技術

開発実施計画書集の作成 
3.平成 15 年度四国森林・林

業研究発表集の作成 
4.情報の収集と民間技術との

交流 
 

1.技術開発現地指導 
2.技術開発実施報告書、技術

開発実施計画書集の作成 
3.平成 16 年度四国森林・林

業研究発表集の作成 
4.情報の収集と民間技術との

交流 
 

1.技術開発現地指導 
2.技術開発実施報告書・完了

報告書及び、技術開発実施
計画書集の作成 

3.平成 17 年度四国森林・林
業研究発表において発表 

4.平成 17 年度四国森林・林
業研究発表集の作成 

5.外部研究機関と情報交換 
6.技術概要の発行 
7.森林技術センターの機関紙

(技術情報)の発行 
 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 

1.技術開発現地調査及び現
地指導 

2.技術開発実施報告書・完了
報告書及び、技術開発実施
計画書集の作成 

3.平成 18 年度国有林野事業
業務研究発表会において
発表 

4.平成 18 年度四国森林・林
業研究発表において発表 

5.平成 18 年度四国森林・林
業研究発表集の作成 

6.外部研究機関と情報交換 
7.技術概要の発行 
8.森林技術センターの機関紙

(技術情報)の発行 
9.現地検討会等の実施 

1.技術開発現地調査及び指導 
2.技術開発実施報告書・完了

報告書及び、技術開発実施
計画書集の作成 

3.平成 19 年度国有林野事業
業務研究発表会において発
表 

4.平成 19 年度四国森林・林
業研究発表において発表 

5.平成 19 年度四国森林・林
業研究発表集の作成 

6.森林学会において発表 
7.外部研究機関と情報交換 
8.技術概要の発行 
9.情報の提供等 

各技術開発成果のパンフ作
成 

10.現地検討会等の実施 

1.技術開発現地調査及び研修
フィールドの提供・成果の
普及 

2.技術開発実施報告書・完了
報告書及び、技術開発実施
計画書に係るデータの整理 

3.平成 20 年度国有林野事業
業務研究発表会において発
表 

4.平成 20 年度四国森林・林
業研究発表会において発表 

5.平成 20 年度四国森林・林
業研究発表集の作成 

6.森林学会において発表 
7.外部研究機関と情報交換 
8.技術概要の発行 
9.森林技術センターの技術情

報の発行 
10.現地検討会等の実施 
11.一般市民等を対象とした

公開講座の開催 
12.情報の提供等 
(1)各技術開発成果のパンフ

作成 
(2)技術開発完了課題を局 HP

で紹介) 
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年 度 別 
計  画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

1.技術開発現地調査及び研
修フィールドの提供・成果
の普及 

2.技術開発実施報告書・完了
報告書及び、技術開発実施
計画書に係るデータの整理 

3.平成 21 年度国有林野事業
業務研究発表会において発
表 

4.平成 21 年度四国森林・林
業研究発表会において発表 

5.平成 21 年度四国森林・林
業研究発表集の作成 

6.森林学会において発表 
7.外部研究機関と情報交換 
8.技術概要の発行 
9.森林技術センターの技術

情報の発行 
10.現地検討会等の実施 
11.一般市民等を対象とした

公開講座の開催 
12.情報の提供等 
(1)各技術開発成果のパンフ

作成 
(2)技術開発完了課題を局

HP で紹介) 
 

1.技術開発現地調査及び研修
フィールドの提供・成果の
普及 

2.技術開発実施報告書・完了
報告書及び、技術開発実施
計画書に係るデータの整理 

3.平成 22 年度国有林野事業
業務研究発表会において発
表 

4.平成 22 年度四国森林・林
業研究発表会において発表 

5.平成 22 年度四国森林・林
業研究発表集の作成 

6.外部研究機関と情報交換 
7.技術概要の発行 
8.森林技術センターの技術情

報の発行 
9.現地検討会等の実施 
10.情報の提供等 
(1)各技術開発成果のパンフ

作成 
(2)技術開発完了課題を局 HP

で紹介 
 

 

1.技術開発現地調査及び研修
フィールドの提供・成果の
普及 

2.技術開発実施報告書・完了
報告書及び、技術開発実施
計画書に係るデータの整理 

3.平成 23 年度国有林野事業
業務研究発表会において発
表 

4.平成 23 年度四国森林・林
業研究発表会において発表 

5.平成 23 年度四国森林・林
業研究発表集の作成 

6.外部研究機関と情報交換 
7.技術概要の発行 
8.森林技術センターの技術情

報の発行 
9.現地検討会等の実施 
10.情報の提供等 
(1)各技術開発成果のパンフ

作成 
(2)技術開発完了課題を局 HP

で紹介 

平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

1.技術開発現地調査及び研
修フィールドの提供・成果
の普及 

2.技術開発実施報告書・完了
報告書及び、技術開発実施
計画書に係るデータの整理 

3.平成 24 年度国有林野事業
業務研究発表会において発
表 

4.平成 24 年度四国森林・林
業研究発表会において発表 

5.平成 24 年度四国森林・林
業研究発表集の作成 

6.外部研究機関と情報交換 
7.技術概要の発行 
8.森林技術センターの技術

情報の発行 
9.現地検討会等の実施 
10.情報の提供等 
(1)各技術開発成果のパンフ

作成 
(2) 技 術 開 発 完 了 課 題 を 局

HP で紹介 
 
 
 

1.技術開発現地調査及び研修
フィールドの提供・成果の
普及 

2.技術開発実施報告書・完了
報告書及び、技術開発実施
計画書に係るデータの整理 

3.平成 25 年度国有林野事業
業務研究発表会において発
表 

4.平成 25 年度四国森林・林
業研究発表会において発表 

5.平成 25 年度四国森林・林
業研究発表集の作成 

6.外部研究機関と情報交換 
7.技術概要の発行 
8.森林技術・支援センターの

技術情報の発行 
9. センター開発小型囲いわ

なの民有林等への普及 
10.情報の提供等 
(1)各技術開発成果のパンフ

作成 
(2)技術開発完了課題を局 HP

で紹介 
 
 

1.技術開発現地調査及び研修
フィールドの提供・成果の
普及 

2.技術開発実施報告書・完了
報告書及び、技術開発実施
計画書に係るデータの整理 

3.平成 26 年度四国森林・林
業研究発表会において発表 

4.平成 26 年度四国森林・林
業研究発表集の作成 

5.外部研究機関と情報交換 
6.技術概要の発行 
7.森林技術・支援センターの

技術情報紙の発行 
8.現地検討会の開催 
9.センター開発小型囲いわな

の民有林等への普及 
10.情報の提供等 
(1)各技術開発成果のパンフ

作成 
(2)技術開発完了課題を局 HP

で紹介 
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年 度 別 
計  画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
平成 27 年度 

 
平成 28 年度 

 
平成 29 年度 

1.技術開発現地調査及び研
修フィールドの提供・成果
の普及 

2.技術開発実施報告書・完了
報告書及び、技術開発実施
計画書に係るデータの整理 

3.平成 27 年度四国森林・林
業研究発表会において発表 

4.平成 27 年度四国森林・林
業研究発表集の作成 

5.外部研究機関と情報交換 
6.技術概要の発行 
7.森林技術・支援センターの

技術情報紙の発行 
8.現地検討会の開催 
9.センター開発小型囲いわ

なの民有林等への普及 
10.情報の提供等 
(1)各技術開発成果のパンフ

作成 
(2)技術開発完了課題を局

HP で紹介 
 
 
 

1.技術開発現地調査及び研修
フィールドの提供・成果の
普及 

2.技術開発実施報告書・完了
報告書及び、技術開発実施
計画書に係るデータの整理 

3.平成 28 年度四国森林・林
業研究発表会において発表 

4.平成 28 年度四国森林・林
業研究発表集の作成 

5.外部研究機関と情報交換 
6.技術概要の発行 
7.森林技術・支援センターの

技術情報紙の発行 
8.現地検討会の開催 
9.センター開発小型囲いわな

の民有林等への普及 
10.情報の提供等 
(1)各技術開発成果のパンフ

「小型囲いわなによるニ
ホンジカ捕獲マニュアル」
作成・配布 

(2)技術開発完了課題を局 HP
で紹介 

 

1.技術開発現地調査及び研修
フィールドの提供・成果の
普及 

2.技術開発実施報告書・完了
報告書及び、技術開発実施
計画書に係るデータの整理 

3.平成 29 年度四国森林・林
業研究発表会において発表 

4.平成 29 年度四国森林・林
業研究発表集の作成 

5.外部研究機関と情報交換 
6.技術概要の発行 
7.森林技術・支援センターの

技術情報紙の発行 
8.現地検討会の開催 
9.センター開発小型囲いわな

の民有林等への普及。   
 
10.情報の提供等 
(1)技術開発成果のパンフ「小

型囲いわなによるニホンジ
カ捕獲マニュアル」配布等。 

(2)技術開発完了課題を局 HP
で紹介 

 

 
平成 30 年度 

 
平成 3１年度 

 

1.技術開発現地調査及び研
修フィールドの提供・成果
の普及 

2.技術開発実施報告書・完了
報告書及び、技術開発実施
計画書に係るデータの整理 

3.平成 30 年度四国森林・林
業研究発表会において発表 

4.平成 30 年度四国森林・林
業研究発表集の作成 

5.外部研究機関と情報交換 
6.技術概要の発行 
7.森林技術・支援センターの

技術情報紙の発行 
8.現地検討会の開催 
9.センター開発「高知発：こ

じゃんと 1 号【ニホンジカ
捕獲用小型囲いわな】」の
民有林等への普及。   

10.情報の提供等 
(1)技術開発成果のパンフ

「小型囲いわなによるニホ
ンジカ捕獲マニュアル」配
布等。 

(2)技術開発完了課題を局
HP で紹介 

 

1.技術開発現地調査及び研修
フィールドの提供・成果の
普及 

2.技術開発実施報告書・完了
報告書及び、技術開発実施
計画書に係るデータの整理 

3.平成 3１年度四国森林・林
業研究発表会において発表 

4.平成 3１年度四国森林・林
業研究発表集の作成 

5.外部研究機関と情報交換 
6.技術概要の発行 
7.森林技術・支援センターの

技術情報紙の発行 
8.現地検討会の開催 
9.センター開発「高知発：こ

じゃんと 1 号【ニホンジカ
捕獲用小型囲いわな】」の
民有林等への普及。   

10.情報の提供等 
(1)技術開発成果のパンフ「小

型囲いわなによるニホンジ
カ捕獲マニュアル」配布等。 

(2)技術開発完了課題を局 HP
で紹介 
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様式 2 

技 術 開 発 実 施 報 告 

四国森林管理局 

課  題 指導管理 開 発 期 間  

開発箇所 各試験地 
担当 
部署 

森林
技術
セン
ター 

共同研究 
機  関 

 
技術開発 
目  標 

 
特定区域 
内  外 

 

開発目的 
毎年度、適切な技術開発の推進を図るため、現地実態調査、現地指導、普及資料等の印刷
発行を行う 

年 度 別 実 施 経 過 

平成 15 年度 
1.技術開発現地指導 
2.技術開発実施報告書、技術開発実施計画書の作

成 
3.平成 15 年度四国森林・林業研究発表集の作成 
4.情報の収集と民間技術との交流 
 
平成 16 年度 
1.技術開発現地指導 
2.技術開発実施報告書・完了報告書及び、技術開

発実施計画書集の作成 
3.平成 16 年度四国森林・林業研究発表集の作成 
4.情報の収集と民間技術との交流 
 
平成 17 年度 
1.技術開発現地調査及び現地指導 
2.技術開発実施報告書・完了報告書及び、技術開

発実施計画書集の作成 
3.平成 17 年度四国森林・林業研究発表会 1 課題

発表 
4.平成 17 年度四国森林・林業研究発表集の作成 
5.外部研究機関と情報交換 
6.技術概要の発行 
7.現地検討会の実施(天然更新) 
8.森林技術センターの機関紙の発行 
 
平成 18 年度 
1.技術開発現地調査及び現地指導 
2.技術開発実施報告書・完了報告書及び、技術開

発実施計画書集の作成 
3.平成 18 年度国有林野事業業務研究発表会 1 課

題発表 
4.平成 18 年度四国森林・林業研究発表会 1 課題

発表 
5.平成 18 年度四国森林・林業研究発表集の作成 
6.外部研究機関と情報交換 
7.技術概要の発行 
8.現地検討会の実施(作業路・天然更新) 
9.森林技術センターの機関紙の発行 
 
平成 19 年度 
1.技術開発現地調査、指導の実施 
2.技術開発実施報告書・完了報告書及び、技術開

発実施計画書集の作成 

3.平成 19 年度国有林野事業業務研究発表会 1 課
題発表 

4.平成 19 年度四国森林・林業研究発表会 3 課題
発表 

5.平成 19 年度四国森林・林業研究発表集の作成 
6.森林学会において 1 課題発表 
7.平成 19 年度四国森林・林業研究発表集の作成 
8.外部研究機関と情報交換 
9.技術概要の発行 
10.現地検討会の実施(作業路・天然更新) 
11.技術情報の発行 
12.情報の提供等 
 
平成 20 年度 
1.技術開発現地調査、指導の実施 
2.技術開発実施報告書・完了報告書及び、技術開発

実施計画書の作成 
3.平成 20 年度国有林野事業業務研究発表会 1 課

題発表 
4.平成 20 年度四国森林・林業研究発表会 2 課題

発表 
5.平成 20 年度四国森林・林業研究発表集の作成 
6.森林学会において 1 課題発表 
7.外部研究機関と情報交換 
8.一般市民等を対象とした公開講座の開催 
9.技術概要の発行 
10.現地検討会の実施 
11.情報の提供等 
 
平成 21 年度 
1.技術開発現地調査、研修フィールドの提供・成果

の普及 
2.技術開発実施報告書・完了報告書及び、技術開発

実施計画書の作成 
3.平成 21 年度国有林野事業業務研究発表会 1 課

題発表 
4.平成 21 年度四国森林・林業研究発会で 2 課題

発表 
5.森林学会において 1 課題発表 
6.平成 21 年度四国森林・林業研究発表集の作成 
7.外部研究機関と情報交換 
発実施計画書の作成 
3.平成 25 年度四国森林・林業研究発表会において

2 課題発表 
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11.情報の提供等 
(技術開発完了課題を局ホームページで紹介) 
 
平成 22 年度 
1.技術開発現地調査、研修フィールドの提供・成

果の普及 
2.技術開発実施報告書・完了報告書及び、技術開

発実施計画書の作成 
3.平成 22 年度国有林野事業業務研究発表会 1 課

題発表 
4.平成 22 年度四国森林・林業研究発会で 1 課題

発表 
5.平成 22 年度四国森林・林業研究発表集の作成 
6.外部研究機関と情報交換 
7.技術概要の発行 
8.技術情報の発行 
9.情報の提供等(技術開発完了課題を局ホームペ
ージで紹介) 
 
平成 23 年度 
1.技術開発現地調査、研修フィールドの提供・成

果の普及 
2.技術開発実施報告書・完了報告書及び、技術開

発実施計画書の作成 
3.平成 23 年度国有林野事業業務研究発表会 1 課

題発表 
4.平成 23 年度四国森林・林業研究発会で 1 課題

発表 
5.平成 23 年度四国森林・林業研究発表集の作成 
6.外部研究機関と情報交換 
7.技術概要の発行 
8.技術情報の発行 
9.情報の提供等 

(技術開発完了課題を局ホームページで紹介) 
 
平成 24 年度 
1.技術開発現地調査、研修フィールドの提供・成

果の普及 
2.技術開発実施報告書・完了報告書及び、技術開

発実施計画書の作成 
3.平成 24 年度国有林野事業業務研究発表会 1 課

題発表 
4.平成 24 年度四国森林・林業研究発会で 1 課題

発表 
5.平成 24 年度四国森林・林業研究発表集の作成 
6.外部研究機関と情報交換 
7.技術概要の発行 
8.情報の提供等 

(技術開発完了課題を局ホームページで紹介) 
 
平成 25 年度 
1.技術開発現地調査及び研修フィールドの提供・

成果の普及 
2.技術開発実施報告書・完了報告書及び、技術開 
ル」作成・配布等。 
・技術開発完了課題を局 HP で紹介 
 

4.平成 25 年度四国森林・林業研究発表集の作成 
5.外部研究機関と情報交換 
6.技術概要の発行 
7.センター開発小型囲いわなの民有林等への普及 
8.情報の提供等 

技術開発完了課題を局 HP で紹介 
 
平成 26 年度 
1.技術開発現地調査及び研修フィールドの提供・成

果の普及 
2.技術開発実施報告書・完了報告書及び、技術開発

実施計画書の作成 
3.平成 26 年度四国森林・林業研究発表会において

2 課題発表 
4.平成 26 年度四国森林・林業研究発表集の作成 
5.外部研究機関と情報交換 
6.技術概要の発行 
7.森林技術・支援センター技術情報紙の発行 
8.現地検討会の開催 
9.センター開発小型囲いわなの民有林等への普及 
10.情報の提供等 

技術開発完了課題を局 HP で紹介 
 
平成 27 年度 
1.技術開発現地調査及び研修フィールドの提供・成

果の普及 
2.技術開発実施報告書・完了報告書及び、技術開発

実施計画書の作成 
3.平成 27 年度四国森林・林業研究発表会において

1 課題発表 
4.平成 27 年度四国森林・林業研究発表集の作成 
5.外部研究機関と情報交換 
6.技術概要の発行 
7.森林技術・支援センター技術情報紙の発行 
8.現地検討会の開催 
9.センター開発小型囲いわなの民有林等への普及 
10.情報の提供等 
・技術開発完了課題を局 HP で紹介 
 
平成 28 年度 
1.技術開発現地調査及び研修フィールドの提供・成

果の普及 
2.技術開発実施報告書・完了報告書及び、技術開発

実施計画書の作成 
3.平成 28 年度四国森林・林業研究発表会において

1 課題発表 
4.平成 28 年度四国森林・林業研究発表集の作成 
5.外部研究機関と情報交換 
6.技術概要の発行 
7.森林技術・支援センター技術情報紙の発行 
8.現地検討会の開催 
9.センター開発小型囲いわなの民有林等への普及 
10.情報の提供等 
・「小型囲いわなによるニホンジカ捕獲マニュア 
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平成 29 年度 
1.技術開発現地調査及び研修フィールドの提供・

成果の普及 
2.技術開発実施報告書・完了報告書及び、技術開

発実施計画書の作成 
3.平成２９年度四国森林・林業研究発表会におい

て 1 課題発表 
4.平成２９年度四国森林・林業研究発表集の作成 
5.外部研究機関と情報交換 
6.平成２９年度技術開発概要の発行 
7.森林技術・支援センター技術情報紙の発行 
8.現地検討会の開催 
9.センター開発小型囲いわなの民有林等への普及 
10.情報の提供等 
・「小型囲いわなによるニホンジカ捕獲マニュア
ル」配布等。 
・技術開発完了課題を局 HP で紹介 
 
平成 30 年度 
1.技術開発現地調査及び研修フィールドの提供・

成果の普及 
2.技術開発実施報告書・完了報告書及び、技術開

発実施計画書の作成 
3.平成 3０年度四国森林・林業研究発表会におい

て 1 課題発表 
4.平成 3０年度四国森林・林業研究発表集の作成 
5.外部研究機関と情報交換 
6. 平成 3０年度技術開発概要の発行 
7.森林技術・支援センター技術情報紙の発行 
8.現地検討会の開催 
9. センター開発「高知発：こじゃんと 1 号【ニホ

ンジカ捕獲用小型囲いわな】」の民有林等への
普及。 

10.情報の提供等 
・「小型囲いわなによるニホンジカ捕獲マニュア
ル」配布等。 
・技術開発完了課題を局 HP で紹介 
 
平成 31 年度 
1.技術開発現地調査及び研修フィールドの提供・

成果の普及 
2.技術開発実施報告書・完了報告書及び、技術開

発実施計画書の作成 
3.平成 3１年度四国森林・林業研究発表会におい

て 1 課題発表 
4.平成 3１年度四国森林・林業研究発表集の作成 
5.外部研究機関と情報交換 
6. 平成 3１年度技術開発概要の発行 
7.森林技術・支援センター技術情報紙の発行 
8.現地検討会の開催 
9. センター開発「高知発：こじゃんと 1 号【ニホ

ンジカ捕獲用小型囲いわな】」の民有林等への
普及。 

 
 

10.情報の提供等 
・「小型囲いわなによるニホンジカ捕獲マニュア
ル」配布等。 
・技術開発完了課題を局 HP で紹介 
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